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かがやき
命の大切さを実感させる教育プログラム



輝く命を大切にできる子どもたちに

警視庁の統計によりますと，平成22年度中におけるわが国の自殺者数は， 31,690人で，

小中学生は83人でした。自殺者数は，1998年以来，毎年3万人を超え続けています。交

通事故死者数の5倍以上になるほどの自殺者数の増加は，今や社会問題化しています。交

通安全教育につきましては，これまで長い間，学校で，組織的，継続的に実施してきました。

国を挙げての交通安全運動の取り組みもあり，交通安全教育は成果を上げてきています。

しかし，自殺予防については，必要感を持ちながらも，学校，地域社会，会社等の事業

所でも取り上げられないできました。「自殺」という非常に複雑な問題にどうアプローチ

するかが明確にされていないことが原因の一つと考えられます。このような状況の中で，

国は，平成21年度に「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」（自殺予防マニュアル）

を作成し，学校での自殺予防に関する指針・教師の取り組み等を提言しました。

笠間市教育委員会は，「生きる力」のねもとにある「命」を守ることが，児童・生徒のキャ

リア教育には不可欠であるという認識の基に，将来，自ら命を絶つということをしない

社会人の育成を目的として，指導資料を作成することにいたしました。国のマニュアル

の趣旨を生かし，市内の各学校で「自殺予防」を視野に入れた授業を計画的・系統的に実

施することで，児童・生徒が自他の生命を尊重し，自殺を回避できる態度や能力を育て

る教育を構築し，将来にわたる「生きる力」の育成を目指したいと考えています。

この，「かがやき－命の大切さを実感させる教育プログラムー」は，新たに教育課程を

導入することではなく，子どもたちと常に向き合っている学級担任が，「道徳」「学級活動」

等で取り上げる指導資料として作成したものです。その学年で必ず取り上げることを前

提としていますので，笠間市の子どもたちは，中学校卒業までに同じ内容を学ぶことに

なります。むろん，取り上げる時期，取り上げ方等は，児童・生徒の実態に応じて異なっ

てくるでしょう。しかし，本市の子どもたちが，このプログラムの学習を通して，生き

とし生きるものの命を大切に思い，自分をかけがえの無い存在として自覚し，「苦しいと

きに相談する」「相談されたときには，適切な大人に知らせる」などのスキルを身につけて，

社会に飛び立てることを心から願うものです。

さらに，指導する教職員がこの授業を計画・実施する中で，自らのメンタルヘルスに

役立てることができるのではないかと期待しているところです。

最後になりますが，このマニュアルを作成するに当たり，一年間にわたり献身的にお

力をいただきました作成委員の皆様に心から感謝いたします。

平成24年3月24日

笠間市教育委員会教育長　　飯　島　　　勇

・・・
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○しなやかに生きる人間の育成を目指します。

�　生と死に向き合い，命の大切さが実感できる指導を継続します。また，集団生活で大切な人

間関係に関わること，将来を見据えて前向きに生活することなども取り上げました。自分の命

を大切にし，困難なことがあっても負けずにしなやかに生きていく人間の育成を目指してこの

プログラムを実施します。

○児童・生徒にとって居心地のよい学級が基本です。

�　児童・生徒の学校生活の中心は学級です。道徳も学級活動も，学級担任が中心となって指

導をします。児童・生徒間や教師との関係など，あたたかな人間関係のもとに指導が行われる

ようにすることが大切です。あたたかな人間関係の基本は，一人一人を大切にすることであり，

集団生活の場では特に意識しなければなりません。

○年間指導計画に位置づけ，全学年でプログラムを実施します。

�　道徳と学級活動の年間指導計画に位置づけます。発達の段階に応じ，他教科・領域等との

関連を図りながら系統的に指導します。全ての学年で必ず実施することで，自他の生命を慈し

む豊かな心を育むことができます。

○学級の実態に応じて，資料を活用できます。

�　学級には，様々な家庭環境で育った児童・生徒がいます。特に，自殺を取り扱う時には，実

態に応じた指導や配慮が必要です。学級の実態や教師の経験などを踏まえて，資料を変更した

り工夫したりすることも可能です。

○横断的・系統的な指導を意識することで補充・深化が図れます。

�　道徳や学級活動で取り扱った内容については，横断的・系統的な指導を心がけます。道徳的

な心情や人間関係を構築する力，相談するスキルなどは機会を見つけて取り上げ，様々な教育

活動の中で実践していくことにより育成することができます。

「か が や き 」の 活 用 に あ た っ て
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笠間市の自殺予防教育のねらい

〜しなやかに生きる人間の育成をめざして〜

子どもたちの生活の場は成
長に伴って広がり，多くの
人や出来事とのかかわりを
通して，自分らしさ（＝自己）
を確立していきます。
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学年＼項目 指導目標
道徳 特別活動（学級活動）

題材名 ねらい 指導時期 題材名 資質・能力・態度 指導時期

小学校１年
自 分 が 愛
されている
ことを自覚
し，自分の
生命を大切
にする。

「ぼくおにちゃ
んになったよ」  
４―(３)家族愛

自分は家族の中でか
けがえのない存在だ
と気づき，家族を大
切にしようとする気
持ちを育てる。

10月～11月 わ た し の た ん
じょう

○�生命を大切にする
気持ち

○�家族への感謝する
気持ち

11月～12月

小学校２年 「横 断 歩 道 で 」 
２―(４)感謝

他者への感謝の気持
ちをもち，表現しよ
うとする心情を育て
る。

５月～６月 家ぞくのために
できること

○�家族に対する感謝
の気持ち

○�自分のできること
を実践しようとす
る心構え

６月～７月

小学校３年
友だちと協
力して生活
し，自他の
生命を大切
にする。

「みんなでジャ
ンプ」 
２―(３)友情・
助け合い

お互いに理解し合い，
助け合ってよりよい
仲間集団を形成しよ
うとする気持ちを育
てる。

９月～10月 あたたかい言葉
かけ

○�相手を思いやるあ
たたかい言葉かけ ６月～７月

小学校４年

「～雨～星野富
弘」 
２－（２）思いや
り・親切

自分の周囲に対して
思いやりの心をもち，
相手の立場に立って
親切にしようとする
心情を育てる。

６月～７月
友だちのすてき
なところを見つ
けよう

○�友だちのよさの発
見し認め合うこと ９月～10月

小学校５年

自己有用感
を高め，自
他の生命を
尊重する。

「たった一つの
命だから」 
３―(１)生命尊
重

生命について考え，
自分の生命を大切に
する態度や心情を育
てる。

９月～10月

友だちから相談
されたら

○�不安や悩みはだれ
かに相談すること

○�相談されたとき時
の対応

10月～11月

「死」という言葉
をどう受け止め
ますか？

○�死を意識するとと
もに，命を大切に
する気持ち

９月～10月

小学校６年

「小惑星探査機
『はやぶさ』
～2592日間の
旅～」
１ －(２)希 望・
夢の実現

困難なことに出会っ
ても，勇気をもって
自分の目標に向かっ
て進んでいく態度を
育てる。

１月～２月 不安や悩みへの
対処

○�ストレスへの対処
方法を知る

○�自分の身のまわり
のサポーターの存
在に気づく

1月～２月

中学校１年

自己の特性
を 理 解 し，
よりよく生
きようとす
る。

「私 は ワ タ シ 」 
１―(５)個性の
伸長

自己の特性を理解し
よりよい自己を形成
しようとする心情を
育てる。

5月～６月
新 し い ク ラ ス
メートはどんな
人？

○�新たな人間関係を
つくるため，お互
いを理解し合う。

（構成的グループ
エンカウンター）

4月～５月

中学校２年

自 他 の 存
在 を 認 め
合 い,共 に
よりよく生
きようとす
る。

「生きている・・・
と い う こ と 」 
３－(１)生命尊
重

生命の大切さについ
て考え，自他の生命
を尊重する態度や心
情を育てる。

5月～６月

「いじめ 」気 づ
い た ら ど う す
る！！

○�ネットいじめの現
実を知る

○�「いじめ」の傍観者
にならない心構え

6月～7月

「死にたい」とい
う人がいたらど
うしよう

○�「死にたい」という
友だちがいたとき
の対応

11月～２月

中学校３年

自己実現を
め ざ し,将
来に向かっ
て，しなや
かに生きよ
うとする。

「義足のスプリ
ン タ ー ～ オ ス
カー・ピストリ
ウスの挑戦～」 
１－(２)強い意
志・高い目標

自分の個性と可能性
を信じ，夢や目標を
もって，これからの
人生を粘り強くしな
やかに生きていこう
とする心を育てる。

１0月～11月 未来に向かって

○�新たな自分のよさ
や持ち前に気づく

○�困難にぶつかった
時，柔軟にに対処
していく心構え

6月～10月

年 間 指 導 計 画
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小学校低学年
大好きなキリギリス

岩間第一小学校　２年　大槻　京太郎



自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連
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板書の例

この時期の児童は，自分が生まれてきた時のことを知らなかったり，自分は家族に愛され，
大切に育てられていることをあまり意識していなかったりすることも多い。人格形成の基盤は
「家庭」であり「家族の中でかけがえのない存在である自分」を実感することがとても大切である。
そこで，この資料を通して，生命が生まれることの素晴らしさ，そして一人一人の存在が家
族のあたたかい思いに包まれていることに気づかせ，家族を大切にしようとする心情を育てて
いきたい。

４－（３）父母，祖父母を敬愛し，進んで家の手伝いなどをして家族の役に立つ喜びを知る。

内容項目

ぼく　おにいちゃんになったよ

道 徳
指導時期

小学校１年生
10月～11月

本時のねらい

5



主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例
小
学
校
・
低

５分

20分

15分

５分

・�赤ちゃんの写真を見ながら，思ったことや感
じたことなどを自由に発表することを通してね
らいとする価値への方向づけをする。

・�場面ごとに「ぼく」の気持ちを疑似体験でき
るように，資料は分割提示をする。
・場面絵を紙芝居のように提示する。

・�部屋の前で待っている「ぼく」の姿の場面絵
を提示し，ドキドキしているぼくの気持を十
分想像させ，中心発問へと結びつけていきた
い。

・�教師が母親役（または父親役），児童が「ぼ
く」の役になって気持ちを想像し，発表する。
その時，児童に生まれたての赤ちゃんと同じ
重さの赤ちゃん人形を持たせ，五感を通しな
がらの命の重みを感じさせたい。

・�手紙を家庭に依頼する時は，生まれるまでの
様子や生まれた時の家族の気持ちを書いても
らうように通知等で趣旨を十分伝えておく。

評�　自分は家族の中で大切な存在であることに
気づき，家族への感謝の気持ちをもち，表現し
ている。	 （発表・ワークシート）

・一人一人大切な存在だという内容の，教師自
作の手紙を読んで余韻を残しながら終わらせた
い。

１　赤ちゃんの写真を見て感想を発表する。
　・かわいいね。
　・赤ちゃんて小さいね。

２�　資料「ぼく　おにいちゃんになったよ」を
読んで，ぼくの気持ちを想像し，発表する。

　○�お母さんに「おにいちゃんになるのよ」と
言われた時，ぼくはどんなことを思ったで
しょうか。

　　・やったあ。うれしいな。
　　・早く生まれてこないかなあ。

　○�部屋の前で「ドキドキ」した時，ぼくはど
んなことを思ったでしょうか。

　　・お母さん大丈夫かな。
　　・生まれるって大変なんだ。
　　・ぼくが生まれる時もこうだったんだ。

　◎�生まれたばかりの赤ちゃんたちを見て胸
がじいんとなった時，ぼくはどんなことを
思ったでしょう。

　　・弟ができてうれしいなあ。
　　・生まれるってすごいなあ。
　　・�ぼくが生まれた時も，家族みんなが喜ん

でくれたんだ。

３�　家の人の手紙や写真を見ることを通して自
分の考え方を見つめる。
　○�お家の人から「みんなが生まれた時のこ
と」について手紙を書いてもらいました。
読んで思ったことを発表しましょう。

　　・生まれるまで大変だったんだ。
　　・生まれた時みんな喜んでくれたんだ。
　　・お母さん，ありがとう。

４　教師の説話を聞く。
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資　料

　ぼくは，いつものように　おかあさんの　ひざに　のっていました。すると　おか
あさんが，
「としき，おなかに　やさしく　手を　おいてみて。」
と　いいました。ぼくは，しずかに　おかあさんの　おなかに　手を　おきました。
おかあさんの　おなかは　大きく　ふくらんで　いました。よく　見ていると　おな
かがときどき　うごきます。ぼくは，
「あれっ　おなかが　うごいているよ。」
と　いいました。おかあさんは，わらいながら
「うごいて　いるでしょう。　おかあさんの　おなかの中には　あかちゃんが　いるの
よ。もうすぐ　としきは　おにいちゃんに　なるのよ。」
といいました。ぼくは，おもわず
「やったあ。」
とさけびました。

　１１月のあるあさ，とつぜん　おかあさんが，
「あかちゃんが　うまれそうよ。」
と　いいました。おとうさんの　うんてんで　いそいで　びょういんに　いきまし
た。びょういんに　つくと　おかあさんは　かんごしさんと　いっしょに　あか
ちゃんを　うむへやに　入っていきました。 ぼくは，おとうさんと　おばあちゃ
んの　三人で　へやの　まえで　まちました。かさまのおじいちゃんと　おばあ
ちゃんも　きました。あかちゃんは，なかなか　うまれません。みんな　へやの　
まえで  うろうろして　います。ぼくは，おとうさんに
「ぼくが，うまれる　ときも　こうやって　みんなで　まっていたの。」
と　きくと
「そうだよ。としきのときも　なかなか　うまれなくて　しんぱい　したんだよ。」
とおしえて　くれました。おばあちゃんが，
「おなかの中に　ふたり　いるから　なかなか　うまれて　こないのかな。」
と　いいました。 
　ぼくは，なんだか　ドキドキしてきました。

　そのときです。
「おぎゃあ，おぎゃあ。」
と　あかちゃんの　なきごえが　しました。ぼくは，うまれたと　おもいました。　

　おかあさんの　へやに　入ると　まっかなかおを　している
　あかちゃんたちが　いました。
　小さい　からだを　いっしょうけんめい　うごかして　います。
おかあさんが，
「としきおにいちゃん，おとうとたちを　よろしくね。」
と　にこにこしながら　いいました。

　ぼくは，なんだか　むねが　じいんとなりました。

ぼく　おにいちゃんになったよ
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ワークシートの例
小
学
校
・
低

１ねん（　　　）くみ　（　　　）ばん　　なまえ　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぼく　おにいちゃんになったよ

☆　おうちの人の　手がみをよんで　かんじたことを　かいてみましょう。

○　むねが　じいんと　なったとき，ぼくは　どんな　ことを　おもったでしょうか。
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自殺予防のための指導資料

板書の例

指導にあたって

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

学級活動
指導時期

小 学 校 １ 年
11月～12月

やく２８０日

おかあさん
・�えいようのあるたべものを
たべる。
・おなかをあたためる。
・おもたいものをもたない。
・びょうきにきをつける。

「てがみをかこう」
　　　※ありがとうのきもち
　　　※いのちをたいせつにする
　　　※おともだちのいのちをたいせつにする

わたしのたんじょう

あかちゃんのときのじぶんをしろう

わたしのたんじょう

１　題材設定の理由
　�　自己肯定感が低い子どもは，自分の命を大切に思えないでいることがある。自分の命は両
親や周りの人たちの喜びとともに誕生し，現在まで至ることを理解させる。そして，自己肯
定感を高め，自分の命を大切にする気持ちを育てたいと考えこの題材を設定した。

２　指導の流れ
　（1） 事前指導   
　　①事前に自殺予防教育第１学年道徳「ぼく　おにいちゃんになったよ」を実施する。
　（2） 事後指導   
　　①�書いた手紙を家庭に返し，保護者に感想をもらう。その感想は保護者の了解を得て子ど

もたちに紹介し，また，掲示物や学級通信などに活用する。

３　参考文献
　　「性教育実践資料集」（笠間市養護教諭部会作成）

※中央の楕円は大きくなっていく胎児の写真または絵。ほぼ実物大で掲示する。

家族が
協力する絵

家族が
協力する絵

赤ちゃんが生
まれて喜んで
いる絵

うれしい
たいせつに

9



学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例
小
学
校
・
低

５分

15分

20分

５分

・自分の誕生に関心がもてるように配慮する。
・�事前に赤ちゃん人形を教室に置き，関心を向
けさせる。
・�人形を抱かせることにより，生まれた時の自
分のことも想像させたい。

・�赤ちゃんは母親の子宮で約２８０日間大切
に育てられることや，母親がその間ずっと赤
ちゃんを気遣いながら生活していたことを説
明する。

・�母親だけではなく，家族みんなで赤ちゃんが
生まれてくることを待ち望んでいたことをおさ
える。

・�事前に実施した道徳「ぼく　おにいちゃんに
なったよ」の授業を振り返り，授業時に家族
からもらった手紙を活用しながら話し合う。

・�家族に書く手紙でどんなことを伝えたいかを
発表させ，全体で確認する。

評�　自分が家族に大切にされていることに気づ
き，自分の命や友達の命を大切にしながら生
活しようとする。	 （手紙・観察）

１　本時の学習課題を確認する。

(1)�赤ちゃんの写真や洋服を見て自分の成長に気
付く。

　・小さいね。　
　・ぼく，大きくなったなあ。
(2)�赤ちゃん人形を抱いて，生まれたばかりの大
きさや重さを実感する。

２�　生まれるまで，そして生まれた時の家族の
思いを知る。

(1)お母さんの体と赤ちゃんへの心遣い。
　・栄養のあるものを食べる。
　・重いものを持たない。
(2)家族の愛情
　・家事の分担をする。
　・お祝いをする。
　

３　家族に感謝の手紙を書く。

(1)どんなことを書くか，考える。
　・産んでくれたことに対する感謝の気持ち。
　・自分の命を大切にすること。
　・勉強や運動を頑張ること。
　・友達の命も大切にすること。

(2)手紙を書く。

４　本時の学習のまとめをする。
　�　書いた手紙をもとに，気付いたこと，これ
からの生活にむけて考えたこと，家族への気
持ちを発表する。

あかちゃんのときのじぶんをしろう

10



ワークシートの例

１　おうちの人へおてがみをかきましょう。

２　おうちの人にかんそうをかいてもらいましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　へ

１ねん（　　　）くみ　（　　　）ばん　　なまえ　　　　　　　　　　　　　　　　　

わたしのたんじょう

より
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小
学
校
・
低

掲示資料

●●●

関連資料

２．家族の協力の絵

心のノート小学校１・２年「みんな　みんな　生きて　いるよ」

１．胎児の成長の様子（掲示の仕方）
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自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

板書の例

あ
あ
あ
●
●
●
●
●

本時のねらい

他者への感謝の気持ちをもち，伝えようとする態度を育てる。

笑顔の
おじさんの
挿絵

お
せ
わ
に
な
っ
て
い
る
人

　
　
　

お
と
う
さ
ん　

お
か
あ
さ
ん　

　
　
　

先
生　

上
き
ゅ
う
生

「
横
断
歩
道
で
」

○	

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

○　

ケ
ン
タ
く
ん
の
気
も
ち

・・・

○　

夜
考
え
た
こ
と

・・・

・・・

この時期の児童は，周囲の人々に支えられたり助けられたりして自分が存在するという意識
は薄い。人々の善意に気づくことは，自分の存在意義を知ることになり，ひいては自他の生命
を大切にする人間尊重の精神を養う。
そこで，この資料を通して「日頃お世話になっている人々の存在」に気づき，「自分が感じた
感謝の念」を言葉や態度で素直に表そうとする気持ちや態度を育てていきたい。

２－（４）日頃世話になっている人々に感謝する。

内容項目

横断歩道で

道 徳
指導時期

小 学 校 ２ 年
５ 月 ～ ６ 月

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
・
・
・
。

横断歩道の
写真
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例
小
学
校
・
低

・�日頃お世話になっている人に思いをめぐら
し，価値への方向づけをする。

・�資料は分割提示とし，範読する。場面ごとに
区切って発問する。
・場面を想像できるような絵を示す。
・�主人公の気持ちを率直に表現できるように，
受容的な取り上げ方を心がける。

・�様々な思いをめぐらす主人公の気持ちに共感
できるように受容的に取り上げる。
・�「主人公は明日どうしようと思ったか」と補助
的に問いたい。

・�おじさんの思いを体感するため，実際に気持
ちを込めて声に出すなどの工夫をするように
助言する。

・�どんな場面でどんなお世話になったか，具体
的に発表できるようにじっくり考えさせる。

・ワークシートに感謝の手紙を書く。
評�　日頃お世話になっている方に感謝の気持ち
をもち，表現している。

（発表，ワークシート）
・�児童の感謝の気持ちが伝わり，新しい関係も
生まれるので，実際に手紙を相手に届けるよ
うな配慮をしたい。
・�児童が気づきにくい人を紹介するような話を
する。

１�　日頃お世話になっている人は誰かを考えて
発表する。
　・おとうさん
　・おかあさん
　・先生

２�　資料「横断歩道で」を読んで「ケンタく
ん」の気持ちを想像し，発表する。

　○�横断歩道で止められたときケンタくんはど
んなことを思ったでしょう。

　　・どうして止めるの？
　　・遅刻しちゃうじゃないか。
　　・いやなおじさんだ。
　　・まだ渡れるのに。

　○�この夜ケンタくんはどんなことを考えたで
しょう。

　　・おじさんに悪いことをした。
　　・命を助けてくれたんだ。
　　・あやまろうかな。

　◎�にっこり笑ったおじさんはどんな気持ち
だったでしょう。

　　・わかってくれてよかった。
　　・命を大切にしてほしい。
　　・気をつけて行ってらっしゃい。
　　・気持ちがよい。

３�　どんな場面で誰にお世話になっていたか思
い出したことを発表する。
　・登下校のとき交通パトロールの方に　
　・登校班で上級生に
　・買い物のときにお店の人に　　
　・学校で先生に

４�　お世話をしてくれた人に感謝の気持ちを伝
えるメッセージを書く。

５　教師の説話を聞く。

５分

20分

５分

10分

５分

14



資　料

ケンタくんが まいあさ とおる 横断歩道には，こわいかおをした おじさんが いつも 
立っています。足が わるいようで，少し ひきずって 歩いています。おじさんは 雨の
日も 風の日も，あさも かえりも，いつも ケンタくんたちを 見はっていました。ケン
タくんたちは，なるべく そのおじさんと 目が あわないように していたのです。

ある日，ケンタくんは ちこくしそうになって あわてて いました。「いってきます。」
のかわりに「おかあさんが おこして くれないからだっ！！おかあさんの せいだ！！」
と どなって，いえを とび出したのです。

学校の まえにある 横断歩道の しんごうが ピカピカ ひかりだしました。「あっ，赤
になっちゃう。」ケンタくんは いそいで はしり出しました。そのとき「こらーっ！！」
という かみなりのような こえと いっしょに，ケンタくんの ランドセルは ぐいっと 
うしろに ひっぱられました。あの おじさんです。おじさんは とても こわい かおを
して ケンタくんを にらみつけました。

学校に つくと，ケンタくんは 先生に，「まだ わたれたのに あの おじさんのせいで 
ちこくしました。」と いいました。先生は ちょっと こまった かおを していました。ほ
うかごに なると，先生は ケンタくんを よんで，こんな はなしを してくれました。
あの おじさんには，小学生の 子どもが いたこと。その子が こうつうじこで なくなっ
たこと。おじさんの 足も そのときの じこの せいだということ。それから ずっと，お
じさんは 横断歩道で 子どもたちを 見まもっていること・・・。
ケンタくんは，なんだか むねの おくが じいんと しびれて きました。先生は ケン
タくんの あたまを ちょっと なでて「きをつけて かえりなさい。」と いいました。

つぎの 日の あさです。横断歩道には やっぱり あの お
じさんが 立っていました。こわい かおをして 立っていま
した。でも ケンタくんは ゆうきを 出して 言いました。
「おはようございます！」
ちょっと おどろいた かおを したあと，おじさんは にっ
こりと わらいました。
なんだか きもちの いい あさでした。

横
お う

断
だ ん

歩
ほ

道
ど う

で
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ワークシートの例
小
学
校
・
低

　　　　　　　　　　　　　　　へ

より

☆　お世話になっている方にお礼のお手紙を書きましょう。

◎　にっこり笑ったおじさんはどんな気持ちだったでしょうか。

横
お う

断
だ ん

歩
ほ

道
ど う

で
2年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

学級活動
指導時期

小 学 校 ２ 年
6 月 〜 7 月

家ぞくのためにできること

板書の例

家ぞくのためにできることをかんがえよう！！

わたしにできること
学校で
　＊げんきに学校へ行く
家族のために
　＊お手つだいをする
　＊

家ぞくの思い

たくさんおせわ
になっている

○大きくなってほしい　　
○けんこうで元気でいてほしい
○たのしく学校で生活してほしい

○かぜやびょうきの時
○たんじょうびなどのおいわい

１　題材設定の理由
　�　小学校に入学し１年が経過している。学校では自己中心的な行動から様々なトラブルが発
生することが多くなり，家庭ではわがままな行動が多くなる時期でもある。小さな集団や家
族の中でも，相手を思いやることでよりよく生活できることに気づいていないことも多い。
　�　そこで，自分が生まれてから今まで，家族のたくさんの愛情のもとに大切にされて成長し
てきたことを振り返ることで，自分の一番身近にいる家族への感謝の気持ちを育てたい。ま
た家族の思いや願いに応え，自分ができることを実践しようとする態度を育てるため，この
題材を設定した。

２　指導の流れ
（1）事前指導   
　　①母の日や父の日，敬老の日など，その時期に話題にして家族の大切さを話し合う。
（2）事後指導
　　①�長期休業中の「お手伝い」など，実践できた児童について紹介し，継続していけるよう

に励ます。
　　②�新聞やニュース等で命の大切さや家族の大切さに関することがあれば，この学習に関連

づけて話題にする。
（３）留意事項
　�　保護者参観等を利用して行うことで，児童の実践への意欲化を図ることができる。家庭環
境や家族構成は一人一人違うので，それぞれの家庭状況について把握しておくことが大切で
ある。配慮が必要な児童が学級に在籍している場合には，言葉の使い方等に気をつける。

17



展開の例
小
学
校
・
低

学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

・�教師の体験などを交えながら，家族のありが
たさについて考えさせる。

・�誕生日のお祝いなど大切な記念日を考えさ
せ，成長を喜んでいることについて確認す
る。

・�具体的に家族について話題にしながら話し合
いを進める。

・�「家族の思いやりやありがたさ」の伝わる絵
本等を活用し，読み聞かせながら話し合いを
進めることもできる。

・�どのように大きくなっていってほしいのかな
ど，家族の思いや願いについて考えさせなが
ら話し合う。

・�より実践しやすくするためにも，具体的なもの
を紹介し，称賛しながら活動を進める。
　　
　
・�普段お世話になっていることや，家族からよ
く言われているようなことを思い出しながら記
入させる。

・�感謝する気持ちを伝えていくためにも，家族
一人一人についてより具体的に考えるよう助
言する。
評�　家族のためにできることを具体的に考え，実
践しようとする。
  　　　　	 （がんばりカード・話し合い）

・�自分が決めたことを，実践すると家族が喜ぶ
ことを確認し，今後の意欲づけを図る。

１�　自分が生まれてから現在まで，たくさんお
世話になって育ってきたことや大切な家族が
いたことについて話題にし，本時の学習課題
を確認する。

 

２　家族のことについて話し合う。
(1)�今まで面倒をみてもらったり，迷惑をかけて
しまったりしたことについて話し合う。

　・病気の時に心配してくれた。
　・誕生日を喜んでくれる。
　・朝早くからごはんを作ってくれる。
　・私たちのために，働いている。

(2)�面倒をみてくれる家族はどんな思いや願いが
あるのか考え話し合う。

　・元気に大きくなってほしい。
　・学校に楽しく通ってほしい。

３�　家族の思いや願いに応えるために，今の自
分にできることを考え，がんばりカードに記
入する。

(1)学校でできること
　・休まずに学校に行く。
　・学校の出来事を話してあげる。
　・勉強を頑張る。
　　　「かんじ」「かけざん九九」など

(2)家族のためにできること
　○お母さんへ　　○お父さんへ
　　　・雨戸しめをする
　　　・新聞を取ってきてあげる
　○おじいちゃんへ　○おばあさんへ
　　　・かたたたきをしてあげる

４�　記入した内容を確認し合い，教師の話を聞
く。

10分

15分

15分

5分

家ぞくのためにできることをかんがえよう！！
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ワークシートの例

○　お世
せ

話
わ

になっている家ぞくのために，今の自分ができることをかんがえてみましょう。
○　家ぞくによろこんでもらうために，どんなことができるかな？

がんばりカード

わたしが「学校でがんばること」は

です。

わたしが「家ぞくのためにできること」

　　　　　　　　　　　　　　　へ

わたしが「家ぞくのためにできること」

　　　　　　　　　　　　　　　へ

「家ぞくのためにできること」

2年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

＊�厚紙などに印刷しておき「家ぞくのためにできること」をカード化して，それぞれの相手に手
渡しすることもできる。（枚数も増やすことができる。）
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小
学
校
・
低

掲示資料

関連資料

＊心のノート小学校１・２年「家ぞくが　大すき」
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自殺予防について，教師のできること・できないこと

コラム①

　いじめや自殺が起こると，マスコミは「なぜ発見できなかったのか」「どうして防げな

かったのか」と教師の責任を追及します。しかし，「それ以上に，生徒の自殺の危険に早

期の段階で気づいて，教師が適切な救いの手を差し伸べている場合が圧倒的に多い」と，

ある精神科医も指摘しているように，実際には教師の誠実な態度が多くの子どもの自殺

を防いでいるのです。

　教師は子どもにとって身近な大人のモデルです。「先生，なぜ人は生きていかなければ

ならないの」と問われたとき，真摯にその問いを受けとめ，長所もあれば短所もある生身

の人間として，自分の言葉で答えることが大切です。そのためには，教師自身が自殺や

死に対する自らの価値観を確認する機会をもつこと，そしてできれば，「人生そう捨てた

ものじゃないよ」と言えるように自らの経験を広げていくことが必要です。

　しかし，なかには防げない自殺もあります。教師は自分の限界を知りつつ，できるとこ

ろで精一杯子どもに関わっていくことが大切なのではないでしょうか。専門性とは，「自

分のできないことが何かを知っていること」だと言われます。自分の限界を知らずに万能

感を抱いて子どもに関わることは，「共倒れ」という最悪の結果を招きかねません。そう

ならないためには，難しい問題にはチームで関わることです。問題を一人の教師が抱え

こむのではなく，できるだけ多くの教師が組織的に関わることで，柔軟な子ども理解や

丁寧な対応も可能となります。「三人寄れば文殊の知恵。一人でできないこともチームで

あたれば何とかできる。困ったことがあればどんどん相談する」と協働することの有効性

や楽しさを教師自身が知り，子どもに伝えていくことは，教師自身のメンタルヘルスの観

点からも，子どもの自殺予防の観点からもとても大切なことです。

　日常ちよっと愚痴をこぼしたり，困っていることを気軽に相談し合える職場の人間関

係を築くことができれば，職員室は教師にとっての「心の居場所」となるでしょう。そう

すれば子どもたちも，苦しいときもあれば楽しいときもある，弱音を吐いたり相談する

ことは恥ずかしいことではない，助け合うことで何とかできる，ということを実感してい

くのではないでしょうか。教師にとっても，子どもにとっても「心の居場所」となるよう

な学校づくりを目指していくことが，学校における最も本質的な自殺予防であるように

思われます。

「教師が知っておきたい　子どもの自殺予防教育」より（平成21年３月）文部科学省
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自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

本時のねらい

お互いに理解し合い，助け合ってよりよい仲間集団を形成しようという気持ちを育てる。

板書の例

挿絵①

学級の
集合写真

○
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
。

　

・

　

・

　

・
挿絵②

挿絵③

・・・

・・・ み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

○
山
田
君
・
お
母
さ
ん

○
主
人
公
た
ち

この時期の児童は，仲間意識が強くなり気の合うグループで活動することが多くなる。集団
に入れない場合には，学校生活にも不具合が生じ不登校などの問題も発生する。孤立やいじめ
が自殺の原因となる場合もあり，健全な仲間集団の形成は大変重要である。
この資料では，相手を理解し助け合うことで成就感を味わう主人公たちの気持ちに触れるこ
とを通し，自他の存在や生命を大切にする心情を育成したい。

挿絵①　山田君の参加でうまくいかなくなっている様子。
挿絵②　公園で練習する山田君を陰で見入る３人。
挿絵③　大きな夕日

２－（3）友だちと互いに理解し，信頼し，助け合う。

内容項目

みんなでジャンプ

・・・

道 徳
指導時期

小 学 校 ３ 年
９月～10月
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例

小
学
校
・
中

５分

20分

10分

５分

・価値への方向づけをする。
・�クラスで力を合わせて活動している写真を提
示する。
・�その場面の振り返りを通して価値への方向づ
けをする。

・�場面の様子を挿絵で示すことにより，登場人
物の心情に迫りやすくする。
・�転校生であることや足の不自由であること
への遠慮がありながらも，山田君のせいだと
思ってしまうみんなの気持ちを素直に表現さ
せるため，受容的に聞く。

・�補助発問として，山田君が個人で練習してい
る理由や，泥だらけになっても練習を続ける
意味を問う。
・�山田君のお母さんの気持ちを補助的に問う。

・�直前の会話を確かめて，３人の気持ちの変化
を明確にする。
・�山田君の気持ちと比べることで３人の気持ち
をより明確にする。
・�ワークシートに書くことで思いを整理させる
ため，時間を十分にとる。

・�登場人物と同様の高揚感を味わわせるために
自由発表とする。

・�自分自身を振り返るための時間を十分に確保
する。
・�お互いを理解し合い，助け合って達成したい
ことを書いたカードを数名分紹介する。
・�カードを教室に掲示することで，価値への到
達を促したい。
評�　自他を理解し合い，助け合っていこうという
気持ちをもち，表現している。
		  （発表，カード）
・教師自身の経験を話したい。

１�　みんなで力をあわせている場面の写真を見
て話し合う。

２�　資料「みんなでジャンプ」を読んで話し合
う。
　○�山田君の参加でうまくいかなくなった時，
みんなはどんな気持ちだったでしょう。

　　・山田君のせいだ。
　　・参加しなければいいのに。
　　・これでは勝てない。あきらめよう。
　　・もっと練習しよう。
　　・がんばろう。

　○�山田君はどんな気持ちで練習していたので
しょう。

　　・学級の一員としてがんばりたい。
　　・練習すればできるはずだ。
　　・みんなの足手まといになりたくない。

　◎�３人が何も言えずにその場を離れた時の気
持ちを考えましょう。

　　・�山田君が本気で出たがっているのがわ
かった。

　　・�山田君が出なければいいと思ったことが
恥ずかしい。

　　・自分のことしか考えていなかった。
　　・協力したい。
　　・みんなでがんばりたい。

　○�みんなは夕日に向かってなんと叫んだで
しょう。

　　・３年１組，サイコー。
　　・32人，全員参加。一致団結。
　　・友だちってすばらしい。

３　友達や学級を振り返る。
（１）	友達や自分の学級のよいところを考える。
（２）�これからみんなでがんばっていきたいこ

とをカードに書く。
（３）発表する。

４　教師の説話を聞く。
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資　料

　ぼくたち３年１組は，今年の運動会で，「大なわとび」の優勝と新記録のダブル受賞
をねらっている。クラス全員が3分間でいっせいにとべる回数を競う。みんなやる気
になっていて，夏休みから練習した。はじめは息があわず，なかなかとべなかったけ
れど，夏休みが終わるころにはいいところまでいけた。この調子なら，本番のダブル
受賞はまちがいない。
　２学期になって転校生がやってきた。山田君という子だ。明るくて元気で，関西弁
のおもしろい子。あっという間に仲良くなった。ところが･･･，山田君は足が悪かった
んだ。赤ちゃんのころの病気のせいで，今でも片方の足がうまく上がらない。そんな
こと，本当は関係ないんだけど，僕らにはダブル受賞という大きな目標が･･･。
「へえ，おもろいなあ。みんな，なかなかうまいなあ。」山田君は，当然のように大な
わとびに加わった。･･･でも，やっぱりだめだった。山田君が入ったとたん，連続で３
回か4回，うまくいって６回とぶのが限界だった。そのうちにあきらめムードがただよ
い，いつの間にか練習もしなくなっていた。

　山田君が学校を休んだ。僕とマモルとカオルの3人は，先生からたのまれてプリン
トをとどけに，山田君の家によることになった。
「なあ，みんなでジャンプ，どうする？」
「山田君は足が悪いんだから，応援係になってもらおうよ。」
「全員参加が3年１組のモットーだろう。」
「なわ回しをやってもらえば？」
「足が悪いんだからよけいだめだよ。ふんばれないよ。」
「山田君，運動会，欠席しないかなぁ。」
「……」
　山田君の家の近くの公園まで来たときだった。
「もうやめとき。あんたにはやっぱむりや。」
「なにゆうてんねん。練習すればなんとかなるさかい･･･。お母ちゃん，3年1組はな，
全員参加・一致団結がモットーなんや。かっこええやろ。」
「･･･そうやなあ，あんたも3年1組の一員なんやな。よっしゃ，練習しよか。」
山田君とお母さんは，どろだらけになって縄跳びの練習をしていた。僕らは何も言えず，
その場を離れた。

　次の日から，練習再開，特訓が始まった。作戦を何度もねり直した。山田君をはさんで，
マモルとカオルが立つ。しっかりと肩を組んでとぶ。失敗すると，山田君が声をかける。
「あきまへんな。」「なんとかなりまっか？」「ほな，がんばりまっせ！」その言葉でみん
なが笑う。僕らは日が傾くまで練習した。毎日，毎日…。

　運動会の当日「みんなでジャンプ」の優勝は3組。われらが3年1組の順位はビリ，
記録は２７回だった。だけど僕らは「全員参加・一致団結」のモットーをかかげてやり
ぬいたんだ。クラスのみんなが満足だった。２７回の記録は僕らの輝ける勲章だ。山
田君を入れて32名。僕らは本当の仲間になった。
　でっかい夕焼けがすごくきれいで，なんだか叫びたい気持ちになった。

みんなでジャンプ
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ワークシートの例

小
学
校
・
中

◎　３人はどんな気持ちでその場を離れたのでしょうか。

☆　（　　　　　）のいいところはどんなところですか。

☆　みんなでがんばっていきたいことは何ですか。

3年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

「みんなでジャンプ」
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

板書の例

あたたかい言葉をかけよう

あたたかい言葉＝	「ありがとう」「よくできたね」
	 「大丈夫？」「がんばったね」
	 「すごいね」「がんばれ」

○困っている
○恥ずかしい
○痛い

やくそく　・ふざけない　・はずかしがらない
　　　　　・からかわない

あたたかい言葉かけ
のポイント

①相手をよく見て
②近づいて
③聞こえる声で
④いい顔で

あたたかい言葉かけ

 １　題材設定の理由
　　�　自分の言葉が相手に与える影響を考え，日常生活の中で「ほめる」「励ます」「心配する」
「感謝する」などの言葉かけをするのは，大切なことである。相手と信頼し合い，悩みを相
談し合えるような好ましい人間関係を築けるようにしたいと考え，このあたたかい言葉か
けのソーシャルスキルトレーニングの題材を設定した。

 ２　指導の流れ
　(1) 事前指導   
　　①�この授業はソーシャルスキルトレーニングである。目的や学習上の約束を児童に説明を

しておくと授業にスムーズに入ることができる。（ｐ30.参考資料参照）
　(2) 事後指導   
　　①�チャレンジカードを用いて日常生活でスキルを実践し，帰りの会などで，振り返る時間

をもつ。スキルを使うことができた児童を称賛し，フィードバックしていくことで定着
化を図る。

　　②�授業で使った「あたたかい言葉かけのポイント」は教室に掲示し，常に児童の目に入る
ようにして意識づけを図るとよい。

 ３　参考文献
　　「実践！ソーシャルスキル教育小学校編」（佐藤正二・相川充編）（図書文化社）

学級活動
指導時期

小 学 校 ３ 年
６ 月 ～ ７ 月

（子どもの意見） （子どもの意見）
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

小
学
校
・
中

５分

15分

20分

５分

・�友達と話していて嬉しい気持ちになるのはど
んな言葉を言ってくれた時か考えさせる。
・�あたたかい言葉について説明する。

・�児童にできるだけ意見を出させ，様々なあた
たかい言葉があることに気づかせる。

・�教師がロールプレイングを行い視覚的に教示
することでよいモデルを示す。
・�Ａ子役は児童にさせる。
・�左記のポイントは必ず声に出して伝えるよう
にする。
・�あたたかい言葉をかける時には，表情やしぐ
さなどの非言語的表現も大切であることを理
解させるようにする。
・�Ａ子役の児童にも言葉をかけられた時の気持
ちを聞く。

・�学習上の約束は強調し，意識させる。
・�隣の人とペアになって，あたたかい言葉をか
ける練習をさせる。役は順番に交代する。
・�よくできているペアを称賛して，雰囲気を高め
る。

・�代表数組にロールプレイングをさせる。バケ
ツなど小道具を用意して行わせ，見やすいよ
うに配慮する。言葉かけの上手なところを皆
で称賛する。

評�　あたたかい言葉のかけ方を理解し，今後の
生活の中で実践しようとしている。

（観察・ワークシート）

１　あたたかい言葉について知る。
　・�親切な言葉，慰めの言葉，感謝の言葉，ほ
め言葉など

２　本時の学習課題を確認する。

３�　A子が転んで泣いている
問題場面について，A子の
気持ちとどのようなあたた
かい言葉をかけるとよいか
を考える。
　・�Ａ子の気持ち…困っている，恥ずかしい，
痛い  など

　・�言葉かけ…大丈夫？ 保健室へ行く？痛くな
いよ　など

４　あたたかい言葉かけのポイントを理解する。

　　

あたたかい言葉かけのポイント
①相手をよく見て
②近づいて
③聞こえる声で
④いい顔で

５�　あたたかい言葉をかけられた相手の気持ち
を考える。
　・�嬉しい，その人が好きになる，勇気が出る，
気持ちが楽になるなど

６　あたたかい言葉をかけあう練習をする。
　(1) 学習上の約束をする。
　　・ふざけない  
　　・恥ずかしがらない
　・　�（人のロールプレイングを）笑わない
　(2)� 提示された場面での練習を行う。
　　�「清掃中にバケツの
水をひっくり返してし
まった友達」の場面

　(3) 代表で何組か前で演じる。

７　学習のまとめをする。
　�　ふりかえりカードを記入して，授業で感じ
たことを発表し合う。

あたたかい言葉をかけよう
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ワークシートの例

掲示資料

＊�学級の実態に応じて場面を
工夫する。
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小
学
校
・
中

良好な対人関係を営むための知識と技術のことを「ソーシャルスキル(以下ＳＳ)」と言います。適切なＳＳ
をもっている子どもは，友達や同級生と上手につき合うことができます。一方，対人関係に困難さを感じてい
る子どもは，適切なＳＳを学んでこなかったか，不適切なＳＳを学習してしまったと考えられます。実際，Ｓ
Ｓの不足は学校不適応やいじめ，不登校，さらには学業成績などとも関連していると指摘されています。

ＳＳは学習し，身に付けることができます。ソーシャルスキルトレーニングは，以下のように学習を進めます。

①�インストラクション…教えようとするスキルの重要性に気付かせながら，言葉でスキルを教える。
②��モデリング…スキルの良い手本を見せて真似させる。
③�リハーサル…スキルを子どもの頭の中や実際の行動で何回も練習させる，
④フィードバック…やってみたことを褒めたり，修正したりして，子どもの実践意欲を高める。
⑤般化（定着化）…練習したスキルを日常生活で使えるように促す。継続させる。

例えば，友達の遊びに加えてもらうにはどうすればよいのか，仲直りするには何と言えばよいのか，初対面
の人に会う時にはどう接すればよいかなど，適切な対人行動についての基本的な知識を教えます。また，人
間関係に関する一定のルールやマナーについても教える必要があります。あわせて対人目標の重要性（例え
ば相手を言い負かすことと，相手との友好関係を続けることと，どちらがその場の対人目標として重要なのか）
などについて学習します。
小学校でＳＳＴを行う時は「人間関係がうまくいくための学習」「友達ともっと仲良くなるための技術を練

習する」「社会のルールやマナーについて学ぶ授業」など，授業の目的をきちんと説明し，ロールプレイング
などを笑わずしっかりとやっていくことが大切です。また，学習後，日常生活で継続してスキルを使う場を意
図的に設定し，定着化を図ります。

参考資料

学校で教えたスキルが日常生活において定着する（これ
を専門用語で「般化」と言います）ために，授業後はスキル
使用に対する繰り返し・継続の取組が大変重要になります。
教えたスキルを機会あるごとに思い出させる，どんな日常
場面で使えるか考えさせる，宿題を出して教室以外の対人
行動を記録させる，というようなことを行います。
例えば，実行に移しやすいようにチャレンジカードを活

用し，朝の会・帰りの会で簡単なスキル指導の時間を設け
る，学校行事の時にスキルを意識して使うように励行する
などが考えられます。そして，子どもたちが適切なスキル
を使ったときは確実に褒めて認めてあげて，行動を強化し
ます。毎日の実行について，的確な評価を与え賞賛するこ
とによって，できるようになった喜びを子どもに味わわせ
てください。
教室での振り返りばかりでなく，様々な機会を利用して

ＳＳの行動化を評価しましょう。授業者の指導だけではな
く，学級通信などで家庭の協力を求めたり，他教師と連携
して多くの励ましをしたりするなど，たくさんの目を通し
てＳＳの定着化を見守るとよいでしょう。

▶「ソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）について」

▶ＳＳＴ授業後のポイント
　　　　～スキルを定着化させるために～

▶事後指導資料の例
　　　　～チャレンジカード～
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自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

板書の例

本時のねらい

周囲に対して思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしようとする心情を育てる。

　
　

雨　
　

星
野　

富
弘

星
野　

富
弘
さ
ん

○	

黙
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
女
の
子

・・ ○
後
を
つ
け
て
き
た
女
の
子

○
あ
り
が
と
う

・・・・

星
野
さ
ん
の

描
い
た
絵

女
の
子
の
顔
の
絵

車
い
す
に
の
っ
て

い
る
星
野
さ
ん
の

絵
や
写
真

資
料

星
野
さ
ん
に
つ
い
て

相
手
の
こ
と
を
考
え
た
親
切
と
は

この時期の児童は，相手の気持ちを自分におきかえて，より深く理解し，自らの行動を考え
ることができるようになってくる。しかし相手の気持ちが理解できても，実際の行動に移せる
かと言えば「恥ずかしさ」などが前面にたち，適切に行動できないことも多い。
そこで，この資料を通して，相手の現在の状況や，困っていることなどを想像することを通
して，相手のことを思いやり，自ら進んで親切な行為を行おうとする気持ちを育てていきたい。

～　雨　～　星野富弘

２－（２）相手のことを思いやり，進んで親切にする。

内容項目

道 徳
指導時期

小学校４年生
６ 月 ～ ７ 月
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例

小
学
校
・
中

５分

15分

20分

５分

・�星野さんの作品や資料の提示を通して，手足
が不自由なことや筆を口にくわえて作品を描
いていることなどを伝える。
　�作者の状況について説明し，ねらいとする価
値への方向づけを図る。

・�できれば資料については実物を用意して提示
したい。
・�総合的な学習で「福祉体験」や「車椅子体
験」を行っている場合は，その時の状況を想
起させながら，女の子の行動や気持ちに対し
て共感させたい。
・�「車椅子で雨に降られた日のこと」という言葉
を押さえ状況を確認する。

・�星野さんを思いやる女の子の気持ちは十分に
伝わっていることを押さえ，中心発問へとつ
なげていきたい。

・�星野さんにお礼を言われて「ついてきてよ
かった」とすがすがしい気持ちになった女の
子の気持ちをじっくりと想像させ発表させる。

・�発表した児童の行いを称賛する。褒めること
を通して，何気ない行動でも，困っている相
手にとってはとてもうれしいことだと気づかせ
たい。

評�　相手のことを思いやりながら親切にしていこ
うとする気持ちをもち，表現している。
		  （ワークシート・発表）

・�思いやりの気持ちをもって親切にした時の体
験談を話す。
・�授業後，星野さんの絵や詩集等を教室に掲示
し価値への定着を図る。

１　作者「星野富弘」について紹介する。
　　・きれいな絵だね。
　　・口で描いているなんてすごい。

２　資料「雨」を読んで話し合う。

　○�女の子は，どんなことを思いながら黙って
星野さんの後をついてきたのでしょう。

　　・大丈夫かな。車椅子なのに。
　　・何かあったら手伝おう。
　　・声をかけようかな。どうしようかな。

　○�星野さんは，どんなことを思って「ありが
とう」と言ったのでしょう。

　　・心配してくれてありがとう。
　　・�黙ってそばにいてくれてありがとう。うれ

しかった。

　◎�女の子は，どんなことを思いながら黙って
帰って行ったのでしょう。

　　・よかった。無事に家について。
　　・�迷ったけれど，家まで来てよかった。
　　・安心した。

３�　自分を振り返り，相手のことを考えた親切
について考える。
　○�あなたは，困っている人を見た時，親切に
したことがありますか。その時，どんな気
持ちになりましたか。

　　・�迷子になって泣いている子がいたのでお
母さんがくるまで一緒に待っていてあげ
た。一緒に待っていてあげてよかったと
思った。

　○�あなたは，これからどんな気持ちでまわり
の人に親切にしていきますか。

　　・�相手の立場になって親切にしていきた
い。

４  教師の説話を聞く。
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資　料

　資料　　　星野　富弘のあゆみ（略年表）

～雨～　星野　富弘

1946年		  �群馬県勢多郡東村（今のみどり市東町）に生まれる。
1970年	 4月	 �群馬大学を卒業し、中学校の体育の先生になる。
	 6月	 �クラブ活動の指導中、誤って首の骨を折る。手足が全く動かなくなる。群馬大学

附属病院に入院する。
1972年		  �口に筆をくわえて花の絵をかき始める。
1979年	 4月	 �あごのレバーで動く電動車いすが完成し、使い始める。
	 9月	 �回復しないまま退院し、故郷の自宅に帰る。エッセイなどを作る。
1991年		  �東村に富弘美術館が完成する。
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ワークシートの例

小
学
校
・
中

☆　あなたは，これからどんな気持ちでまわりの人に親切にしていきますか。

○　女の子は，どんなことを思いながら黙って帰って行ったのでしょう。

4年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

「～　雨　～　　星野　富弘」
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

イチロー

班の友だちのすてきなところ
を手紙に書こう

班で発表しよう

みんなに知らせよう

板書の例

友だちのすてきなところを見つけよう

１．題材設定の理由
　�　小学校４年生はギャングエイジと呼ばれ，日常生活や学習，遊びと，元気に学校生活を送
る時期である。一方で，同世代であっても特に認めた相手としか友人関係を結ぼうとしない
傾向も見られる。閉鎖的な子どもの仲間集団が発生し，付和雷同的な行動が見られ，ケンカ
やトラブルが頻繁に発生することもある。この時期に自分のよさや友だちのよさに積極的に
目を向け，認め合おうとする態度を育てることが自己存在感や自己有用感を育むことにつな
がると考え，この題材を設定した。

２．指導の流れ
　(1)事前の指導
　　①�生活状況調査，いじめに関する調査，学級集団への所属感に関する調査などを実施し学

級の現状を把握しておく。
　　②事前にグループの友だちを１日観察してすてきなところを見つけさせ記録させる。
　(2)事後の指導
　　①友だちにお礼の手紙を書く。
　　②ワークシートを学級掲示し，お互いに確認できるようにさせる。

３．参考文献
　　　�「人と人とを結び思いやる心を育てる授業－確かな人間関係を築く実践プラン44－」（安

達昇著編）（小学館）

友だちのすてきなところを見つけよう

学級活動
指導時期

小 学 校 ４ 年
9月～10月

大リーグで活
躍している

ヒットをたく
さん打つ

みんなに夢を
あたえる 足が速い
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

小
学
校
・
中

５分

3分

15分

1５分

5分

・�身近な人物（イチロー，石川遼，ＡＫＢ48，
先生など）を取り上げて，その人物のすてき
なところを自由に出させる。
・�今まで学級で互いに協力し，助け合い，支え
合って活動してきたことをほめながら，互いに
認め合おうとする学習の雰囲気づくりに努め
る

・�すてきなところ探しの視点を例示し，いろいろ
な角度から友だちのすてきなところを見つけ
られるようにする。
・�ワークシートは回して使い，友だち１人につき
３つのすてきなところをまとめさせる。
　（�学級の実態に応じて，付箋等を利用し個々
に記入させることもできる。）

・�ＢＧＭを流して，各自が穏やかな気持ちで取
り組めるようにする。

・�１人ずつ交代で手紙を読み上げさせ，称賛や
拍手で互いのよさを認め合おうとする気持ち
を高める。

・�発表を聞きながら自分が気付かなかった友だ
ちのよさを共感的に受け止めさせたい。

・�各班１人程度を指名して，うれしかったことを
発表させ全員で共有できるようにする。

評�　友だちのよさに気づきお互いのよさを認め
合おうとしている。
		  （ワークシート・ふりかえりカード）

・�あらさがしよりも人のよさを見つけることで，
お互いにあたたかい関係になれることを説明
し，今後の生活で実践できるよう意欲づけを
図る。

１�　身近な人物のすてきなところを考え発表す
る。

２　本時の学習課題を確認する。

３�　友だちの「すてきなところ」を見つけよう
の学習に取り組む。
　(1)学習の進め方を確認する。

　(2)�班の友だちのすてきなところを見つけ手
紙（ワークシートや付箋を利用する）に書
く。

　　「親切」　「楽しい」　「足が速い」
　　「ピアノがうまい」　「字がきれい」
　　「そうじがていねい」など

４�　ワークシートに書かれた内容について班内
で発表し合う。
　　・�自分のよさをみつけてもらってうれし

かった。
　　・�こんなところをみてくれていたんだ。
　　・�よいところを見つけてあげることは，とて

もいいことだ。

５　ふりかえりカードにまとめる。

６　教師の話を聞く。

友だちのすてきなところを見つけよう
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ワークシートの例

友だちのすてきなところを見つけよう

友だちの名前 あなたのすてきなところ　

より

より

より

さんへ

（グループ活動用のワークシート）
※学級の実態に応じて，個々に付箋等に書かせて貼り付けることもできる。
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小
学
校
・
中

すてきなところ探しのポイント

すてきなところ探しのポイント

                                            ４年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　）

１　今日の授業をふりかえっての感想を教えてください。
      （自分の気持ちに一番近いものの数字を○でかこんでください）

参考資料

①今日の授業は楽しかった
②�友だちのすてきなところを見つけ，
それを友だちに伝えることができた
③�友だちから伝えてもらったことから
自分のすてきなところを知ることが
できた 
④�自分自身を知ることが大切で，これ
からも考えたいと思った

４

４

４

４

３

３

３

３

２

２

２

２

１

１

１

１

その通り やや
その通り

あまりその
通りではない

その通り
ではない

２　今日の授業をふりかえって，感じたことや思ったことを自由に書いてください
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群　発　自　殺

コラム②

　ある人物の自殺が引き金となって同じような問題を抱えた人々が次々に自ら命を絶つ

現象を「群発自殺」と呼びます。とくに若者は，群発自殺に巻き込まれる危険が高い世代

とされています。家族や知人といった強い絆で結ばれていた人の死が精神的な打撃とな

ることはもちろんですが，直接知らなくても有名な歌手や俳優の自殺が繰り返しセンセー

ショナルに報道されると，自己を自殺者に重ね合わせ，その結果複数の自殺が生じると

いう事例は古今東西にみられます。古くはゲーテの『若きウェルテルの悩み』（１７７４年）

が出版された直後に，失恋して銃で自殺した主人公と同じ手段で自殺した多くの若者が

いたことが伝えられています。日本でも，１９８６年にアイドル歌手が飛び降り自殺した

直後に続出した後追い自殺や，２００６年冬から２００７年春にかけて起こったいじめ自

殺の連鎖などがその典型とされています。

　特に高度に情報化された現代社会において，群発自殺が拡大していくうえでマスメディ

アやインターネットの及ぼす影響にはきわめて大きなものがあります。学校や家庭で子

どもたちに情報を使いこなす能力を高める努力を進めるとともに，マスメディァも自殺

報道のもたらす危険な側面について配慮し，自殺予防につながるような報道姿勢をもつ

ことが望まれます。

　また，他者の死を受け入れていくうえで周囲からの心のサポートが得られた場合とそ

うでない場合とでは，心理的な打撃に大きな違いがあります。直接的であれ，間接的で

あれ，精神的に重要なつながりのあった人の死を知って動揺している子どもの中には自

殺の危険が高まっている子どもがいる可能性を考え，適切な対応をすることが求められ

ます。

「教師が知っておきたい　子どもの自殺予防教育」より（平成21年３月）文部科学省
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小学校高学年
長い長いペンギンの話

友部小学校　５年　青木　大祐



自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

板書の例

本時のねらい

生命について考え，自分の生命を大切にする態度や心情を育てる。

た
っ
た
一
つ
の
命
だ
か
ら

○　

切
断
を
迫
ら
れ
た
と
き

　

・

　

・

　

・
○　

涙
を
流
す
石
田
さ
ん

　

・

　

・

　

・
○　

が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
こ
う

　

・

　

・

　

・
生
命
の
イ
メ
ー
ジ

た
っ
た
一
つ
の
命

この段階の児童は，生命の誕生から死に至るまでの過程や，様々な人々との支え合いの中で
一人一人の生命が育まれることなどを理解できるようになってくる。
本資料は右腕を失っても生きることを選んだ少女の生き方と，少女の言葉に勇気づけられた
小学校５年生の女の子の手紙から構成されている。少女の言葉に勇気をもらった女の子の心情
に寄り添うことで，生命の大切さについて考える態度を育成したい。

３－（１）命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重する。

内容項目

たった一つの命だから

道 徳
指導時期

小 学 校 ５ 年
9月～10月
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例

小
学
校
・
高

５分

25分

10分

５分

・�それぞれのもつ「生命」のイメージを伝え合
うことで価値への方向づけをする。
・�骨肉腫という病気について簡単に説明し資料
への関心を高める。

・�生きることの重さを感じさせるため石田さん
が切断を決断するまでの葛藤をたどらせた
い。
・�生きることを決断した石田さんに共感させた
いが他の意見も受容的に受け止めたい。
・�少人数で話し合う場面も設定できる。

・�流した涙の理由だけでなく，その心情に迫る
ように発問を工夫する。

・�石田さんの命が女の子につながっていくイ
メージをもたせたい。
・�打ち明けられた母親の気持ちを想像させるよ
うな発問も補助的に扱いたい。
・�石田さんの生き方や母親の愛情から勇気をも
らったことに気づかせたい。

・�自分と向き合う時間を十分に確保する。
・�BGMを使用するのも効果的である。

評�　生命の大切さについて真剣に考え，自分の
言葉で表現している。	（ワークシート・発表）

・�生命の有限性や連続性など，かけがえのない
生命についての話をしたい。
・�ストレスマネージメントや相談スキル学習の
きっかけとしたい。

１�　「生命」という言葉からイメージしたことに
ついて発表する。
　・大切なもの，尊いもの。
　・代わりのないもの。
　・親から子へ連続していく。

２�　資料「たった一つの命だから」を読んで，
話し合う。
　○�右腕の切断を迫られた石田さんはどんな気
持ちだったでしょう。

　・なぜ私がこんな目にあうのだろう。
　・右腕を失いたくない。
　・死にたくない。
　・生きたい。
　・絶対に病気には負けない。

　○�お父さんの話を聞いて石田さんが涙を流し
たのはなぜでしょう。

　・自分の言葉が女の子を救ったから。
　・誰かの役に立てたから。
　・うれしかったから。
　・自分の分まで生きてほしいから。

　◎�女の子ががんばって生きていこうと思えた
理由は何だと思いますか。

　・石田さんの言葉に感動したから。
　・�自分より大変な石田さんががんばっている
から。

　・お母さんに打ち明けることができたから。
　・お母さんの言葉がうれしかったから。
　・勇気を出せたから。

３　自分の生活について考える。
　○�「たった一つの命」ということについて感
じたことを書いてみましょう。

　

４　教師の説話を聞く。
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資　料

　骨
こつにくしゅ

肉腫で右腕を切断した後も，前向きに生き続けた石
い し だ

田裕
ゆ う こ

子さんは，2011年に16才の生
しょうがい

涯
を終えました。

　石田さんは小さいころからかぜひとつひかない子でした。中学1年のときに右腕に骨肉腫と
いう病気が見つかりました。病気の進行が早く，腕を残すか，切断して命を救うかを決めな
ければならなくなりました。「生きたい」と石田さんが決断し，右腕切断の手術を受けました。
手術前日，病院でお母さんとテニスをしたのが右腕を使った最後になりました。石田さんは
その年，年賀状に「腕がなくても，頑張って生きるよ。たった一つの命だから。」と左手で書
きました。

　石田さんの年賀状をきっかけとして，命の大切さを考えるプロジェクトが始まりました。し
かし，腫

しゅよう

瘍が肺に転
て ん い

移し，闘
とうびょう

病生活を送っていた石田さんはその活動に参加することができ
ません。どんな思いでいたことでしょうか。そんな時，お父さんが「学校でいじめられていた
女の子が，『たった一つの命だから』という言葉を聞いて自殺を思いとどまったそうだよ。」と
伝えると，涙を流していたそうです。

　これはその女の子からの手紙です。

石田さんへ

　わたしは小学5年生の女子です。
いつも学校でいじめられていました。たとえば，いやなあだ名で呼ばれたり，クラス中か
ら無視されたりしました。シューズや持ち物をかくされたり落書きされたりしたこともあ
りました。仲のよかった友達もいじめグループに入ったり，知らん顔をしたりしているの
で相談できませんでした。「ちくった」とよけいにいじめられるので先生にも言えませんで
した。お母さんは一人で私たち姉妹を育ててくれています。私がいじめられていると知っ
たら悲しみます。だからお母さんにも言えませんでした。だれにも言えず悩んでいました。
でもだれかに聞いてほしかったです。死んだらいじめられないかなと思うこともありまし
た。学校へ行くのがいやでした。

　テレビで石田さんの年賀状のことを知りました。「腕がなくても，頑張って生きるよ。たっ
た一つの命だから。」という言葉を聞いて涙が出てしまいました。それで勇気が出ました。
だから，お母さんに話しました。お母さんも涙を流しながら「話してくれてありがとう。
気がつかなくてごめんね。絶対に死んだりしないでね。」と言ってくれました。

　石田さんありがとうございました。わたしはいやなことがあっても死んだりしません。
がんばって生きていこうと思います。本当にありがとうございました。
　石田さんも治療をがんばってください。

たった一つの命だから
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ワークシートの例

小
学
校
・
高

5年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

「たった一つの命だから」

☆　「たった一つの命」について感じたことを書いてみよう

◎　女の子が，がんばって生きていこうと思えた理由は何でしょう。
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

友だちから相談されたら

板書の例

友だちから相談されたときどうすればよいか？

大切なポイント

様子のおかしい友だち

見かけたら・気付いたら

○相談してよかった。

声をかける（あたたかい言葉）
「どうしたの？」
「何かできることある？」

様子のおかしい友だち
誰かに相談する
友だち　先生

・聞き方によって	●話が続かない
	 ●いやな気分に
	 （もうイイや・・・）

身につける能力（スキル）
　①�（様子のおかしい友だち）気が付
いたら「声をかける」

　②相手を見て真剣に話を聞く。
　　【あたたかい言葉かけ】
　③相談のひみつを守る。
　④�特に重大な問題は助けを求める。
　　【信頼できる大人に相談する。】

１　題材設定の理由
　�　小学校高学年となると，集団生活の中の人間関係等，様々な不安や悩みを抱く時期である。
集団の中で誰にも相談できず，一人で悩みを抱え込んでしまうような問題は長期化すること
が多い。悩みを抱え込んで追い詰められてしまう前に誰かに相談すること，周囲の人は様子
のおかしいことに気づいたら声をかけてあげること，相談されたら真剣に苦しみを受け止め
ること，さらに信頼できる大人に相談する（つなぐ）ことなどは身につけさせたいスキルであ
る。
　　これらのスキルを身近な学校生活の中で実践できるようにするため，この題材を設定した。

２　指導の流れ
　(1)事前指導
　　①困ったこと（不安や悩み）は，相談することで自分が安心できることを話題にしておく。
　　　事前アンケート（資料）を実施し活用することができる。
　　②�相談してよかったことや相談されたことなど，教師の体験談や学級内での出来事などを

話題にしておく。
　(2)事後指導
　　①�具体的な事例をとりあげ「困ったときには相談すること」や「相談されたときの対応の仕

方」について話題にする。また，学級内でよい事例等があったら紹介する。

学級活動
指導時期

小 学 校 ５ 年
10月〜11月
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

小
学
校
・
高

10分

20分

10分

5分

・�困ったこと（不安や悩み）は誰かに相談する
ことによって，気分が和らぐことを確認する。
教師の体験なども伝える。

・�何かあたら誰かに相談することは大切な「ス
キル：能力」であることを確認する。

・�様子のおかしい友だちに気づいたら声をかけ
てあげると相手が相談しやすくなることを伝
える。

・�相談されたときの対応の仕方について話し合
うことをを確認する。

・�教師がロールプレイングを行う。（他の教師
に協力を依頼し，２人で行うと効果的であ
る。）今までの積み上げのある学級では，児
童に行わせることができる。

・�ロールプレイングは，学級の実態に応じて事
例ややり方などを工夫する。

・�教師がしっかり相談側や対応側の役割になり
きって話し合いを進める。

・�対応③の事例については，相談側が安心で
き，相談が続いて行くことについて確認す
る。

評�　相談されたときにどのように対応すればよ
いか対処の仕方を理解している。
		  （話し合い・観察・ワークシート）

・�③④が児童から出ない場合は教師が必ずおさ
える。

身につける能力（スキル）
　①�（様子のおかしい友だち）気が付いた
ら「声をかける」

　②相手を見て真剣に話を聞く。
　　【あたたかい言葉かけ】
　③相談のひみつを守る。
　④�特に重大な問題は助けを求める。
　　【信頼できる大人に相談する。】

１�　困ったこと（不安や悩み）があったときに
相談することが大切であり，集団生活の中で
は，身近に友だちの存在がありお互いに思い
やりをもって生活することの大切さについて
話し合う。
　　・何かあったら相談することは大切だ。
　　・見かけたら声をかける。
　　　　　　（あたたかい言葉で）

２　本時の学習課題を確認する。

３�　具体的な事例をもとに，どのような対応を
するか話し合う。

　(1)�具体的な事例場面のロールプレイングの
様子を見る。

＝対応例＝
　対応①　相手を見ずに何気なく聞く。
　対応②　�「大丈夫だよ」と話をよく聞かずに

励ます。
　対応③　�相手を見て真剣に話を聞こうとす

る。

　(2)�対応①～③の事例について，感想を発表し
ながら話し合う。

　　・できないから相談したのに・・・。　
　　・対応によっては，相談しにくくなる。
　　・真剣に聞いてあげることは大切だ。

４�　ワークシートに，相談された時の大切なポ
イントについてわかったことをまとめる。
　　・真剣に聞いてあげることが大切だ。　

　
５�　本時の学習でよかったことを称賛し，相談
することの大切さとともに，相談されたときに
どうすればよいか，右表のスキルを確認しま
とめる。

友だちから相談されたらどうすればよいか？
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ワークシートの例

見かけたら・気付いたら

こんなこと相談されたらどうする？

相談されたら・・・（大切なポイントをまとめましょう）

5年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

不安や悩みはだれにでもあります。一人で悩まずに相談できることも大切な能力（スキル）
です。また，まわりの人が，気がついたり見かけたりしたら声をかけてあげることによって，
相手が相談しやすくなります。相談することの大切さや友だちから相談されたときに気をつ
けることを覚えて，実践できるようにしましょう。

みんなから，からかわれているんだ。イヤなあだ名でも呼ばれている。学校なん
か行きたくないよ！！

対応①

対応②

対応③

　　＝まとめの例＝
・真剣に話を聞いてあげる。　・あたたかい言葉をかける（ひやかさない！）
・ひみつを守る　　　　　　・（先生や家族）に伝える（相談する）　

声をかける（あたたかい言葉）

   相談する。
　   友だち
　   家族　先生

様子がおかしい友だち

　次のような対応をどのように思いますか？

困ったこと（不安や悩み）があったら

※１

※2

※3

※１〜３は消して活用する。
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小
学
校
・
高

Aさんの相談：「みんなから，からかわれているんだ。イヤなあだ名で呼ばれている。
	 （「死ね」と言われる）　学校なんか行きたくないよ！！」
　　　　　　　　※学級の実態によって工夫する。
対応①　相手を見ずに何気なく聞く。（本などを読みながら対応する）
　　Bさん「ふーん，それで・・・。先生にでも相談すれば・・・。」

対応②　「大丈夫だよ」と話を真剣に聞かずに励ます。
　　Cさん「そんなことたいしたことないよ。へっちゃらだよ。ぼくもそうだったんだ。」

対応③　相手を見て真剣に話を聞こうとする。
　　Dさん「そんなことがあったんだ。それは大変だったね。」
　　　＊さらに悩みを聞き出すことができる。次へとつなぐ。　
　＊相談が続いて行く場合はどれか，なぜ続いて行くのか，話し合うことができる。

　このアンケートは，学級がより楽しくなり，みんなで協
きょうりょく

力できるようにするために行います。学級の
一人一人を大切にしていくために，みなさんが今までに体

たいけん

験したことや考えたことなどを記入してくだ
さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前

１　不
ふあん

安なこと・心
しんぱい

配なことやいやなことがあったとき
　（１）だれかに相

そうだん

談してよかったことがあれば，簡
かんたん

単に書いてください。

　○　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　を　相談してよかった。

　
　　　　
　　（２）相

そうだん

談しようと思ったけれどできなかったことはありますか？

　　　　ある　　　　　　ない

２�　心
しんぱい

配なことやいやなことがあったときに相
そうだん

談できる人，困
こま

ったときの助けてくる人はみなさんの身
近にいますか？また，相

そうだん

談しようと思う人はいますか？（考えて書いてみましょう。）

資　　料

※�このアンケートは，名前などは公表せず，秘密であることを伝えるようにする。アンケートを行う前に，
ねらいや趣旨について，しっかり担任から伝えておくようにする。

ロールプレイング：事例

例　お兄ちゃん　に　友だちとけんかしたこと　を　相談してよかった。
理由　お兄ちゃんに，「おまえも悪いのだからあやまるといいよ」と言われた。
　　　あやまったら，仲直りができた。

理由
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

板書の例

「死」という言葉をどう受け止めますか？

１　題材設定の理由
　�　ある調査によると，「死」について初めて考えた年齢は，小学校の高学年が最も多いという
結果であった。この時期の児童たちは，動物の死や植物が枯れるなどについては，生活の中
で経験していることが多い。そこで，人間の「死」とともに命について考えることで，自分の
命を大切にしてたくましく生きようとする態度を育てるため，この題材を設定した。

２　指導の流れ

（1）事前指導
　①動物や植物を例に，「死」とは何かを考えさせる。
　②命の大切さに関する道徳の授業＜内容項目３－（１）生命尊重＞を行う。
（2）事後指導
　①�短学活（帰りの会など）で夢を叶えるためにがんばっている人を紹介し，生きることのすば
らしさを感じ取らせる。

　②相談できる友だちの大切さについて学級活動で話し合わせる
（3）留意事項
　�　現実に「死」に直面した児童がいるような場合には，個々の状況を捉え，指導の進め方や
言葉・資料などに配慮する必要がある。自他の「命」の大切さを意識させるような指導に変
更することもできる。担任として，学級の実態に応じた指導を工夫する。

学級活動
指導時期

小 学 校 ５ 年
９月～10月
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

小
学
校
・
高

10分

10分

20分

10分

・�生まれてからこれまでと，これからを図示し，
いろいろな「死」について確認する。
・�動物の死骸の写真や事故死の新聞記事など，
「死」を視覚的に確認させる資料を準備す
る。
　衝撃的なものは避ける。
・�「事故死」や「病死」などの例を挙げ，「自
殺」との違いを学習することを説明する。た
だし，「自殺」という言葉の使い方は実態に応
じて配慮する。

・�「死」という言葉からどのような印象を受ける
か，写真を参考に考えるように指示する。

・�友だちからいじめられたときやひとりぼっちに
なったときなど「死のう」と考えてしまうよう
なことがあることについて考えさせる。
・�いじめの様子の絵などを示し現実に起こって
いることを確認する。
・�「死」の重さを認識させた上で，自分から死
を選ぶようなことを絶対させたくないなどの
教師の思いを伝える。

・�一生懸命に生きている人の実例を出して「命
の大切さ」や「自分から命を絶ってはいけな
い」という意識を高める。
　（マザー・�テレサの例）・�・�画像を示す

・�生活していく中では，いやなこともあるが，楽
しいことがたくさんあることや友人との関係の
大切さなどに気づかせたい。

・�前向きに生きるために必要なことを，教師自ら
の経験を交えながら話したい。

評�　命を大切にして生活しようとする気持ちをま
とめている。	 　（ワークシート・発表）

１�　何歳まで生きたいか，自分の考えを自由に
発言する。

２�　「事故死」や「病死」，「過労死」，「老
死」，「溺死」などは自分の意志ではないこ
とを確認し，本時の学習課題を確認する。

３�　「死」とはどのようなものか考え，話し合
う。
　(1)�「死」という言葉から感じる印象を考えま

とめる。

　(2)�どんなとき「死」を考えてしまうか話し合
う。

　　・いじめられて苦しいとき。　　　　
　　・ひとりぼっちになったとき。
　　・悲しいことが続いたとき。

　(3)�なぜ「命」を大切にするのかについて話し
合う。

　　①自分の考えをワークシートにまとめる。
　　②�班で話し合い，班全体の意見をまとめ

る。
　　③代表者が発表する。
　　・命はとても大切だ。
　　・死んだら何もできない。
　　・やりたいことをいっぱいやりたい。

４�　自分の命を大切にしていくために，日頃か
らどんなことに気をつけていくか考える。

　(1)教師の話を聞く。

　(2)�学習を通して感じたことをワークシートに
まとめる。

　

「死」という言葉をどう受け止めますか？
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ワークシートの例

5年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

「死」という言葉をどう受け止めますか？

１　「死」とはどんなことか，あなたの考えを書いてください。

２　「死」を考えるのはどのようなときだと思うか書いてください。

３　なぜ「命」を大切にするのか，考えたことをまとめてください。

４　学習をふりかえって，あなたが感じたことをまとめてください。
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小
学
校
・
高

１．「一生懸命に生きている人」の例

２．事前指導の資料の例
　（１）命の大切さに関する道徳の授業との関連づけを図る。
　（２）短学活を活かして，動物などの「死」に向かい合わせる。
　　　①道ばたなどに死んでいる犬や猫の話をする｡
　　　②「彼らは死にたかったのか」と発問する。
　　　③�②の答えの大半は「ちがう」という答えと思われる。もし，違う答えが多かったときは，

「どうして死んでしまったの」と発問する。
　　　④�「命があれば，どんなことができたかな」と発問し，生きていれば走り回ったりえさを

食べたりすることができたことに気づかせる。
３．事後指導の例
　（１）短学活を活かして，夢を叶えるためにがんばっている人の例を話す。
　　　①新聞記事や写真を用いてスポーツ選手や職業人の話題を出す。
　　　②�とんでもない夢と思われないように配慮しながら，夢を叶えるためにがんばろうとい

う気持ちを高めたい。
　（２）学級活動で「相談できる友だちをつくろう」という活動をする。
　　　①友だちがいてくれて「ありがたい」とか「うれしい」と感じた経験を思い出させる。
　　　②友だちがいないとどんなことが辛いのか，どんなときに困るのか考えさせる。
　　　③「相談できる友だち」を作るためにはどうすればよいか話し合わせる。
　　　④�「相談されるような人間」になるために自分はどのようなことに気をつければよいか考

えさせる。

◎マザー・テレサの例  ＜画像や写真を示すとさらに分かりやすくなる＞
　１９５０年代のインドのコルカタ（当時はカルカッタ）の街で修道女をしていたマザー・テ
レサは，「すべてをささげて，スラムの貧しい人の中の，さらに貧しい人のために仕える。」
と誓願して，死にそうな人たちの救済活動をした人です。彼女は，道ばたに倒れている死に
そうな人にも愛情をもって接し，「あなたも私たちと同じように，望まれて生まれてきた大切
な人なのです」という言葉をかけて最期を看取っていました。
　そんなマザーは，世間に見捨てられ，身も心もボロボロになって路地などに倒れ伏してい
る死の寸前の人を「死を待つ人の家」と名付けた場所に運び，体を洗い，髪を刈りそろえ，
清潔な服を着せて，温かいスープを与え，せめて最後だけでも人間らしく生きてほしいと愛
情を注ぎました。来る日も来る日も，献身的に貧しい人のために活動したマザーは，発展途
上国でも先進国でも，経済的な貧しさだけではなく「心の飢え」をもっている人のために同
じような施設を作りました。その数は，世界各国１８２か所に及んでいます。
　マザーは次のような言葉を残しています。
「人間にとって最も悲しむべきことは，病気でも貧乏でもありません。自分はこの世に不必
要な人間だと思いこむことです。そしてまた，現世の最大の悪は，そういう人に対する愛が
足りないことです。望まれないで生まれてきた人は，一人もいません。」

◎小学生でも「ああ，あの人」と思えるような有名な方について話題にしたい。
  テレビに出演している盲目のスイマーなど

参考資料
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自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

板書の例

本時のねらい

困難なことに出会っても，希望と勇気をもって自分の目標に向かって進んでいく態度を育て
る。

は
や
ぶ
さ
の
写
真

は
や
ぶ
さ
が
送
っ
た

地
球
の
写
真

○
信
号
を
送
り
続
け
て
い
る
時

・・○
完
全
に
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
た
時

・・○
は
や
ぶ
さ
と
の
通
信
が
途
絶
え
た
時

・・ は
や
ぶ
さ　

２
５
９
２
日
間
の
旅

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

この時期の児童は，まもなく中学生になる思春期の入り口にあり，心や体のバランスが不安
定である。精神面では，高い理想を追い求めたり，夢や希望がふくらんだりするのだが，理想
と現実の違いを感じ，自分に自信がもてない時期でもある。
そこで，この資料を通して様々な生き方への関心を高めるとともに，最後までくじけずに希
望と勇気をもつことの大切さや，挫折感を克服する人間の強さについて考えられるような態度
を育てていきたい。

１－（２）より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力する。

内容項目

小惑星探査機「はやぶさ」～２５９２日間の旅～

道 徳
指導時期

小 学 校 ６ 年
1 月 ～ 2 月
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例

小
学
校
・
高

５分

20分

15分

5分

・�「はやぶさ」の写真や７年間の軌跡をまとめ
てある年表などを提示しながら，資料への関
心を高める。

・�資料は，状況が正確に伝わるように教師が範
読する。

・�補助発問として，川口博士たちが，前人未踏
の計画に挑戦した時の気持ちをじっくりと考
えさせ，ねらいとする価値への方向づけをす
る。
・�人は不安や困難にぶつかった時，「頑張って
やり抜こう」という気持ちと同時に「くじけそ
うになる」気持ちが生じる。ここでは，自分の
経験を想起させながら川口博士たちの気持ち
を想像させ，共感させていく。

・�燃え尽きる前に「はやぶさ」が，スタッフルー
ムに送信してきた写真を提示する。その写真
を通して，７年間共に闘ってきた博士たちと
「はやぶさ」との関係を想像させ，中心発問
へと結びつけていく。

評�　困難なことに出会っても，自分の夢や目標に
向かって挑戦し続けていこうという気持ちをも
ち，表現している。	 （ワークシート・発表）

・�「はやぶさの軌跡の年表」を使って川口博士
たちの次への挑戦について紹介をしながら，
児童の視点が「未来」に向かうように終わり
たい。

１�　小惑星探査機「はやぶさ」について知って
いることを発表する。
　　・映画になった。
　　・小惑星のものを持って帰ってきた。

２�　資料「はやぶさ」を読んで「川口博士た
ち」の気持ちを想像して発表する。

　○�川口博士たちは，どんなことを思いながら
はやぶさに信号を送り続けたのでしょう。

　　・�だめかもしれない。あきらめるしかない
か。

　　・�ここであきらめたら終わりだ。必ずはや
ぶさは，見つかると信じている。

　○�傷だらけのはやぶさのエンジンが再び動
き始めた時，川口博士たちはどんなことを
思ったでしょう。

　　・奇跡だ。あきらめないでよかった。
　　・チームの力は，素晴らしい。
　　・これではやぶさを地球に戻せる。

　◎�はやぶさとの通信が完全に終了した時，川
口博士たちは，どんなことを考えたでしょ
うか。

　　・はやぶさ，ご苦労様。
　　・�不可能だと言われた計画だったが，最後

までやり通せてよかった。
　　・はやぶさ，ありがとう。
　　・�これからも日本の宇宙開発のために研究

を続けていこう。

３　自分の生活を振り返り考える。
　○�これからの中学校生活や，自分の夢に向
かって進んでいる時に，何か困難なことに
ぶつかったらどうしますか。

　　・負けないで努力しつづけたい。
　　・あきらめない。

４　教師の説話を聞く。
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資　料

この日，宇宙科学研究所（Ｊ
ジ ャ ク サ

ＡＸＡ）には大勢の人が
訪れ，今か今かと彼の帰りを待っていた。彼の名前は
小惑星探査機「はやぶさ」。２５９２日間，６０億キロの
宇宙の旅を終え，地球に戻ろうとしている。

川口博士たちは，「小惑星の地表サンプルを採取して
地球に持ち帰る」という計画を発表した。世界中の研究
者たちは，あまりにも壮大な計画に驚きの声をあげた。
その成功を予想する者はほとんどいなかった。
それから７年後，前人未踏の計画に向けて「はやぶさ」

は，打ち上げられた。
２年後，「はやぶさ」は，小惑星「イトカワ」に到着し
サンプル採取を行った。ところが予測不能なトラブルが，
次々と起こり，失敗を繰り返した。博士たちは，最後の
チャンスに挑戦した。採取できれば画面に「成功」の文
字が出てくる。全員が画面を見守った。文字が出た。「成
功だ。」博士たちの顔に笑顔があふれた。

ところが，その時「はやぶさ」に異常が起こっていた。
燃料もれである。そしてついに，いくら呼びかけても全
く交信ができなくなってしまった。このままでは，永遠
に宇宙をさまようことになってしまう・・・。だがこん
な状態の探査機が地球に戻ってきた例はない。博士たちは，宇宙に向かって信号を送り続けた。毎日
毎日，昼も夜も。気がつくとスタッフルームには，人気がなくなり，ポットのお湯がさめていることも
しばしばだった。どんなに信号をおくっても「はやぶさ」は，答えてくれなかった。「もうだめなのか・・・」。  

「はやぶさ」は，生きていた。博士たちは，とうとう「はやぶさ」からの信号をキャッチした。実に１
か月半ぶりであった。博士たちは，すぐに「はやぶさ」に信号を送った。「チキュウニ　キカン　セヨ。」
「はやぶさ」は，傷だらけだった。補助エンジンもアンテナもそして燃料さえもぎりぎりだった。そ
れでも彼は，地球を目指して動き始めた。少しずつ，少しずつ。

しかし，頼みの綱であった最後のエンジンにトラブルが起こった。地球を目前にして「はやぶさ」は，
完全に止まってしまった。さすがの博士たちも，「もうこれまでか。」と思った。どんなに計算しても，
もう打つ手がなく「あきらめるしかない。」という結論に達しようとしていた。その時，エンジンを作っ
た技術者たちが言った。
「別の回路が，組み込んである。もしかしたら動かせるかもしれない。」
もう迷う時間はなかった。誰もが祈る気持ちで信号を送った。「キカン　セヨ。」　　「はやぶさ」が再び
動き始めた。「ワーッ。」と大きな歓声があがった。

そして今，「はやぶさ」は，任務を終えて，帰ってきた。地表サンプルを収めたカプセルを切り離した後，
大気圏に突入し，彼は燃え尽きる。
博士たちは，最後の信号を送った。「チキュウノ　シャシンヲ　ソウシン　セヨ。」博士たちは，共に
挑戦し続けてきた「はやぶさ」にふるさとの地球を見せたかったのだ。彼が生まれたこの美しい地球（ふ
るさと）の姿を・・・。

午後１０時２８分３０秒，通信が完全に途絶えた。博士をはじめ多くの人々と，「はやぶさ」の
２５９２日間の旅は，こうして終わった。

小惑星探査機「はやぶさ」～２５９２日間の旅～
はやぶさ７年間（2592日）の歩み

2003年

2005年

2006年

2007年

2009年

2010年

５月09日

９月12日

11月20日

11月26日
12月08日

１月23日

10月18日

11月04日

11月19日

３月27日
６月13日

・�午後1時29分宇宙観測所（鹿児
島県）より打ち上げ

・�小惑星イトカワに到着。降下練
習開始。

・�１回目の採取。イトカワの表面
の物質採取には失敗。

・�２回目の物質採取に挑戦。
・�燃料もれが発見。地球との交

信が不通。
・�交信が復活。プログラムの再

送可能。
・�地球に帰るための最初の軌道

変更に成功。
・�唯一動いていたイオンエンジン

停止。
・�最後の切り札の回路を使い，再

稼動。
・�最後の軌道変更を完了。
・午後7時51分,カプセルと分離。
・�午後８時，地球を撮影後，大

気圏突入。
・午後10時28分30秒通信完了。

☆�2010年11月に，はやぶさが持ち帰ったカプセル
の中にイトカワの物質が確認された。

☆�2014年「はやぶさ２」の打ち上げを予定している。
帰還は2020年である
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ワークシートの例

小
学
校
・
高

○　はやぶさとの通信が完全に終了した時，川口博士たちは，どんなことを考えたでしょうか。

☆ � これからあなたは，中学での生活や自分の夢に向かって進んでいる時に，何か困難なことにぶ
つかったらどうしますか。

6年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

｢小惑星探査機　はやぶさ　～２５９２日間の旅～｣
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自殺予防のための指導資料

板書の例

指導にあたって

１　題材設定の理由
　�　不安や悩みは誰もが経験することであるが，さまざまな対処方法を用いてそれを乗り越え
ることができる。さらに，自分のサポーター（信頼できる相談相手）から受ける支えは不安
や悩みなどのストレスを軽減することが知られている。このことから自分のサポーターを再
確認し，苦しいときはサポーターに相談することを適切な対処法の一つとして選択できるよ
うこの題材を設定した。　
２　指導の流れ
　（1）事前指導
　　①事前アンケート「不安や悩みの対処」及び家庭学習を行う。（ｐ５９資料参照）
　（2）事後指導
　　②�「人からの支え」については，自分が周りの人から支えられているだけではなく，自分も

また，友達や家族などの支えになっていることにも迫りたい。授業後，「自分は悩んでい
る友達に何をしてあげられるか」について考える時間をもちたい。　

　　③�身近な人からの支えで，悩んでいたことが解消または軽減した話を，教師の体験や文献
から紹介する。

３　参考文献
　　｢ストレスマネジメント・テキスト｣（ストレスマネジメント教育実践研究会編）（東山書房）

不安や悩みへの対処

学級活動
指導時期

小 学 校 ６ 年
１ 月 ～ ２ 月

※�右下のソーシャルサポート・ネットワークスケールは，ワークシートを拡大コピーしたものな
どを貼り，作業の仕方を説明する。
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

小
学
校
・
高

10分

20分

15分

・�アンケート結果を提示し，友達がいろいろな悩
みをもっていることに気づかせる。

・�第５学年保健学習「心の健康」の既習事項を思
い出しながら考えさせる。

・�考えた方法を自由に出させることで，様々な対
処方法があることに気づかせる。
・�一人で行う対処方法ばかりが出た場合は，人と
の関わりを通して不安や悩みを軽減できる方法
を意図的に話題にする。

・�人（サポーター）からの支えの大切さについ
て，教師の体験など具体例を出しながら説明す
る。

・�家庭学習を参考にしてサポーターを記入する。
・�机間指導しながら，書き込んだ人の数ではな
く，自分を支えてくれるサポーターの存在に改
めて気づくことが大切で，精神的に安心するこ
とを説明する。

・�自分もまた誰かの「サポーター」になりうること
にも気づかせる。

・�自分はたくさんの人からの支えを受けて生きて
いること，不安や悩みで苦しくなったときには，
自分のサポーターに相談することも大切な対処
法であることを強調する。

評�　不安や悩みを相談できる，サポーターの存在
に気づくことができる。	 　（ワークシート）

１　本時の学習課題を確認する。
　�　アンケートの結果を見て，不安や悩みにつ
いて考える。

２　不安や悩みの対処方法を考える。
　　（一人でできる）
　　・音楽を聴く。　・運動をする。
　　・入浴する。　　・寝る   など
　　（人との関わりを通して）
　　・人に相談する。
　　・友達と楽しい話をする。　など

３�　人（サポーター）からの支えの大切さにつ
いて理解する。
　(1)�人からの支えのストレス緩和効果について

話を聞く。
　　・�励ましてくれたり，新しい考え方に気付

かせてくれたりする。
　　・不安や悩みを聴いてくれる。
　　・�一緒に運動したりして，気分転換に協力

してくれる。
　　　　　　　　↓

　(2)�自分のサポーターを確認して，ワークシー
トに記入する。

４　学習のまとめをする。

　(1)教師の話を聞く。

　(2)�ワークシートを記入して，授業で感じたこ
とをまとめる。

　(3)代表の人が感じたことを発表する。

不安や悩みがあるときにはどんな対処方法があるでしょうか。

心が休まったり，不安や悩みが軽く
なったりする。
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ワークシートの例

ソーシャルサポート・ネットワーク・スケール（自分の周りの相談者を確認する）

事前アンケート・家庭学習用シートの例

59



小
学
校
・
高

※�ストレッサーそのものは，ただの刺激
であり，そこに「嫌だな，困ったな」
というよくない評価をすることによっ
て，ストレッサーになります。ここで
「なんともない」というニュートラルな
評価をすれば，ストレッサーにはなり
ません。

※�ストレッサーに対してのよくない評価
がされることで，心の反応（心理的興
奮）が起こります。ストレッサーに対
する怒りや不安，恐怖，焦りなどは「心
理的ストレス反応」と呼ばれます。

※�心理的興奮は次に身体的興奮（身体的
ストレス反応）を招きます。心臓がド
キドキする，体が緊張で硬くなる，冷
や汗が出るなど自律神経系の興奮に
よって生じるこの反応は，長時間持続
すると体の不調を起こします。

不安や悩み（よくないストレス）に対する，ストレスマネジメントの考え方

１　ストレス発生の仕組み

２「ソーシャルサポートは万能薬」
　※�ソーシャルサポート（人からの支援）はストレス発生段階のどの部分にも介入できるコーピ
ングです。

　　①ストレッサーに対して
　　　�　相談相手が，避けたり弱めたりできる方法を教えてくれれば，ストレッサーの威力は

減る。仲間がいると，一緒に我慢したり，励ましたりして楽になる。

　　②評価に対して
　　　�　人に相談することで，違った見方や教えが得られ，冷静な判断ができる。また。それ

まで苦手だったことも自信をもって対処できるようになり，評価自体がそれまでと変わっ
てくる。

　　③心の反応に対して
　　　�　相談相手からなだめられたり，悩みや不安，イライラなどを打ち明けたりすることで，

気分が楽になったり，落ち着いたりする。

　　④体の反応に対して
　　　�　好きな運動をしてリフレッシュするとき，一人でするよりも親しい人と一緒だとより

楽しくできる。

参考資料

ストレッサー（いろいろな出来事・刺激）

ストレスマネジメントは，それぞれの段階に対し
て解決行動（コーピング）を行うことで，よくな
いストレス反応を抑えたり弱めたりすることを言
います。

評価・気持ち（嫌だな・困ったな）

心  （こわい・不安） ス
ト
レ
ス
反
応体（心臓ドキンドキン・体コチコチ）

①

②

③

④
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「いのちの教育」と自殺予防

コラム③

　学校において自殺予防教育を実施することについては，多くの教師がその必要性を認

めながらも，「実行に移すとなると難しい」と感じているのが実情のようです。自殺予防

ということを全面に出すと，「寝た子を起こすようで心配」「大人になってからでもいい

のでは」「私にはとても無理」などと，教師の心理的抵抗を引き起こしてしまうことも少

なくありません。未だタブー視されがちな自殺予防教育を，危機意識を持った一部の教

師が個人的に取り組む活動から学校全体の教育活動へと位置づけていくためには，教師

の間で自殺の問題に対する理解と連携の芽を育てることが必要なのではないでしょうか。

そのためには，リストカットをしたり「死にたい」と訴えたりする子どもの問題を事例検

討会で取り上げて共通理解を図ることや，小学校から系統だった「いのちの教育」や「死

の教育」の実践を積み上げていくことが大切だと思われます。

　教育活動全般を見通した日常的な取組なしに，いきなり自殺予防だけに焦点を当てた

プログラムを実施したとしても，戸惑いや反発が予想され，子どもの自殺を防ぐうえで

の大きな効果は期待できないのではないでしょうか。教科学習（特に保健体育や社会科

など）と道徳・総合的な学習の時間・特別活動との関連を図りながら，生命の大切さや人

生のかけがえのなさを実感する「いのちの教育」を進め，その土台のうえに自殺予防プロ

グラムを実施することが求められます。

「教師が知っておきたい　子どもの自殺予防教育」より（平成21年３月）文部科学省
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中学校
自然物からの構成

岩間中学校　２年　渡引　杏菜



自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

板書の例

本時のねらい

自己の特性を理解し、よりよい自己を形成しようとする心情を育てる。

挿絵①

挿絵②

・・・
自
分
ら
し
さ

私
は
ワ
タ
シ

○�「
ま
じ
め
ち
ゃ
ん
の
言
う
こ
と

は
ち
が
う
よ
な
。」

・・・

◎
家
族
の
言
葉
を
聞
い
て

・・・○
「
い
い
の
よ
，
そ
ん
な
こ
と
」

この時期の生徒は，周囲の目や他者からの評価を気にしてしまい，自分の個性や特性を抑え
て他に迎合したり，自己をよりよく生かしていくことができなくなったりする傾向がある。また，
人間関係が壊れると，相手の性格や個性を否定したり，自分自身を否定して自己嫌悪に陥った
りすることもある。
本資料では，自分の性格や行為に対して不安や不信を抱いていた主人公が，友達からの予想
外の言葉に励まされ，自信をもつようになる姿に共感することを通して，自分の個性を大切にし，
よりよい自己を生かしていこうとする心情を育てたい。

１－（５）自己の特性を理解し，個性を伸ばしよりよい自己を形成する。

内容項目

私はワタシ

道 徳
指導時期

中学校１年生
５ 月 ～ ６ 月

みんなに，合わせ
た方がいいわよ。
（姉）

それが，あなたの
いいところなのよ
（母）

自分が信じる生き
方をしなさい（父）

挿絵①　掃除の時間に，友達からいやな目つきで見られているときの私の様子
挿絵②　笑顔で応える私の様子
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例

中
学
校

５分

30分

10分

５分

・�どんな人間も，他者とは異なる自分の個性を
もっていることに触れ，価値への方向づけを
する。

・�場面の様子を挿絵で示すことで，登場人物の
心情に迫りやすくしたい。

・�意見が出ないときは，状況を丁寧に確認する
ことで，戸惑いを感じる主人公の心情に迫れ
るようにする。

・�家族の言葉に対して，どうしたらよいのか思
い悩んでいる主人公の心情に迫れるよう，補
助発問を工夫する。例えば「姉（父）の言う
通りにすると，どんなところが満足できるの
だろうか。また，どんな不満が残るのだろう
か。」などと問いたい。

・�まじめな主人公の言動に対してこれまで否定
的であった周囲が，主人公を認めたことで，
主人公自身が自己肯定感を高め，清々しい気
分にひたっている心情に迫れるよう，補助発
問を工夫する。例えば，「班長から『ごめん』
と言われたときの気持ちを考えてみよう。」な
どと問いたい。

評�　自己の特性を理解して，よりよい自己を形成
しようする気持ちをもち，表現している。
		  　（発表・ワークシート）
・�個性を生かして活躍している人物について話
したい。

１　「個性」について話し合う。
　　・�自分はみんなと違うな，と感じることが

ある。
　　・�個性的な自分を誇らしく思える。
　　・劣等感を感じることがある。

２　資料「私はワタシ」を読んで話し合う。
　○�「まじめちゃんの言うことはちがうよな。」
と言われたとき，私はどんな気持ちだった
ろう。

　　・何と思われてもかまわない。
　　・自分だけのけ者扱いされていやだ。
　　・言わなければよかった。
　　・�まじめな私は，みんなとうまく付き合えな

い。
　　・私は，どうしたらいいのだろう。

　◎�家で家族の言葉を聞いた私は，どんなこと
を考えただろう。

　　・�姉の言う通り，これからはみんなに合わ
せていこうか。

　　・�姉の言う通りにすると，自分自身がなく
なってしまうのでは･･･。

　　・�父の言うように，やはり自分は自分でい
こう。

　　・�自分のまじめな性格を表に出すと，これ
からもみんなから理解されないのでは
････。

　○�「いいのよ，そんなこと」と言ったとき，私
はどんな気持ちだったろうか。

　　・自分が認められてうれしい。
　　・自分に自信が持てた。
　　・私は，ワタシでいいんだ。

３　生活を振り返る。
　　「自分らしさ」について考える。

４　教師の説話を聞く。
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資　料

私は，友達付き合いが苦手。自分でもよく分かっているけれど，まじめすぎるのだ。以前

にこんなことがあった。

　

部活の帰り道に，みんなは自動販売機でジュースを買うことになった。私は「学校の規則だ

から･･････」と言って断った。みんなからは「まじめちゃんだもんね。」と言われた。　

この前の掃
そ う じ

除の時間にも，私がいつものように机を運ぼうとすると，班長の鈴木君が「今日

は先生が出張でいないから，机は運ばなくていいよ。きっと，ばれないよ。」と言った。みん

なも「そうしよう。」と言った。でも，私は反対し，冷たい視線を浴びたのだ。鈴木君は，「やっ

ぱりまじめちゃんの言うことはちがうよな。後で先生にちくられるとやばいからさ，みんな，

やっぱり運ぼうぜ。」と言い，みんなしぶしぶ机を運んだ。私はみんなににらまれた。正しい

ことを言っているはずなのに，どうしてこうなってしまうのだろう？いつものいやな空気に

なった。私はその場に居づらくなり，足
あしばや

早に教室を出た。私は，自分でも自分の性格をよく分かっ

ていたが，まじめすぎて友達とうまくいかない自分が，だんだん嫌いになっていた。

　

帰ってから，このことを家族に話すと，姉から「あんたは，上に何とかがついちゃうくらい

まじめだからね。少しは，みんなに合わせたほうがいいよ。友達いなくなっちゃうよ。」と言

われた。母は，「それがあなたのいいところなのよ。」と笑顔で言った。新聞を読んでいた父は

顔をあげて，「自分が信じる生き方をしなさい。」と，きっぱり言った。

　

翌日の放課後，私は鈴木君に，思いもよらない言葉をかけられた。

「昨日は，ごめん。今朝，先生に呼ばれてさ。いつも教室掃除をよくやってくれているって

褒
ほ

められたんだ。先生がいない日も教室がきれいなのは，班長がしっかりしているからだっ

てさ。でも，おれ･･････」

私は，鈴木君が言い終わらないうちに，「いいのよ，そんなこと。これからもよろしくね。」

とだけ言い，その場を後にしながら，昨
きの う

日の母の言葉を思い出していた。

「私はワタシ」
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ワークシートの例

中
学
校

☆　「自分らしさ」について考えたことを書いてみよう。

○　家族の言葉を聞いて，私はどんなことを考えただろう。

1年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

「私はワタシ」
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

板書の例

・見方によって変わる。
・一人一人違う

個性の集まり

みんなが楽しい学級
・友だちの知らない一面を知った。
・一人一人考え方が違う
・協力や助け合うことは大切だ。
・何でも話し合える学級にしたい。

新しいクラスメートはどんな人？

新しいクラスメートはどんな人？

１　題材設定の理由
　�　中学校へ入学すると生活状況が大きく変わる。複数の小学校から集まり新たな集団生活が
始まる。また，小学校から同じ集団の継続の場合でも，一人一人の気持ちが大きく変わり，
新たな集団が作られる。そのような期待や不安の多い時期に合わせ，自分自身を見つめる機
会を設定し，お互いに自己開示する活動を構成的グループエンカウンターの手法を用いて行
う。一人一人の思いやよさを確認し，認め合うことで，好ましい友人関係を構築し，よりよ
い学級集団を育成していくためにこの題材を設定した。

２　指導の流れ
　(1)事前指導
　　①ワークシート１のヒント項目に自分の考えを記入させて回収しておく。
　　②友だちと協力したことや助け合ったことなどの事例を話題にしておく。
　(2)事後指導
　　①�委員会活動や係活動の決定や，校外学習や各種行事のグループ編成の場面で一人一人

のよさを生かすことを話題にする。
　　②キャリア教育適性検査などを活用し，一人一人の個性の違いについて話題にする。
　　③�学校行事等の機会を利用して，友だちのよいところを発見し，伝え合うエクササイズを

行うとさらに効果がある。
　(3)留意事項
　　�　ゲーム化することで，集団での活発な活動や意欲化を図ることができる。担任の思いや
学級の実態に応じて学習の進め方を工夫することができる。

３　参考文献
　「エンカウンターで学級づくり１２か月」（吉澤克彦・野澤一吉編）（明治図書）

学級活動
指導時期

中 学 校 １ 年
４ 月 ～ ５ 月

だまし絵 ＝エクササイズの進め方＝
①�ヒント項目に自分の書いたものが
読まれたらその場に立つ。
②�次からのヒント項目で，該当しな
いときには座る。
③�数人に絞られたら，読まれた項目
に該当する人を予測する。
※ひやかさない。相手を大切にする。
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

中
学
校

10分

15分

5分

20分

・�クラスメートについて新たな発見をし，さらに
まとまりのあるクラスを目指して本時のエクサ
サイズを行うことを説明する。

・�見方によって見え方の違う絵（だまし絵）を
見て，何に見えるか自由に話し合う。教師が
リードして話し合いの雰囲気を高める。

・�物の見方や考え方は一人一人違いがあり，集
団生活の中では，その違いをお互いに認め合
うことが大切であることを確認する。

・�教師がヒント項目を読み上げ，進め方の確認
や拍手をするなど，雰囲気を盛り上げながら
和やかに進行できるようにする。多くの人数
が共通する内容のヒントを選んで読み上げる
ようにする。

・�人数が絞られてきたら，ヒントを書いた人物
が誰か考えさせる。人物がわかったら本人か
ら自己紹介を兼ねて，ワークシート１の７～
10を発表させる。
・�人数の少ない学級や担任の学級経営によっ
て，記入者をあてるようなゲームに変更する
こともできる。

・�一人一人の考え方や思いは違うことを確認
し，その違いを認め合うことの大切さを伝え
る。

評�　友だちの思いやよさを確認し，お互いに認
め合い，好ましい友人関係をつくろうとしてい
る。	 （ワークシート，発表，観察）

・�お互いに認め合うことや協力することを今後
の学級の活動に生かして行くことを伝え，誰
もが居場所のある学級づくりをしていこうと
する意欲づけをする。

１　本時の学習課題を確認する。

２　絵を見て話し合う。

３�　「新しいクラスメートはどんな人？」のエ
クササイズを行う。

　＝進め方＝
　（�お互いに顔が見えるように，コの字型に机
を並べる。）

　（１）�	教師が読み上げるヒント項目を聞いて，
該当者が立ち上がる。

　（２）�その他のヒント項目を聞き，該当者だけ
が立ったままで残り，その他は座るよう
にする。

４�　一人一人を大切にする心情が育てられるよ
うな教師の説話をする。

５　本時の授業の感想を記入し，話し合う。
　・友だちの知らなかった一面を知った。
　・�友達と同じような考えや違った考えがあっ
ておもしろかった。

　・�友だちと協力することが大切だ。楽しい学
級にしていこうと思った。

新しいクラスメートはどんな人？
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ワークシート1

ワークシート2

１　わたしの好きな教科は（　　　　　　　　　　　）です。
２　わたしの好きな部活は（　　　　　　　　　　　）です。
　　　　　　　※入部予定も含む

３　わたしの好きな食べ物は（　　　　　　　　　　　）です。
４　わたしの好きな芸能人・アニメは（　　　　　　　　）です。
５　わたしは，時間があったら（　　　　　　　　　　　　）

したいです。
６　もし１億円の宝くじが当たったら

（　　　　　　　　　　　）します。

７　わたしの名前は（　　　　　　　　　　　　　　　）です。
８　わたしの出身は（　　　　　　　　　）小学校です。
９　好きな言葉は（　　　　　　　　　　　　　　　）です。
10  今年の目標は（　　　　　　　　　　　　　　　）です。

＝ヒント項目＝　１つに決められない人は，たくさん記入してもかまいません。

★今日の授業で感じたことや友だちの意外だった一面を書いてみよう。

名前

新しいクラスメートはどんな人？ヒントカード

○�各項目の内容については，学級の実態や学級担任の思いなどに応じ
て変更することができる。
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中
学
校

関連資料

心のノート中学校「いろいろな立場があり考えがある」Ｐ６０〜６４

　見方によって見え方の違う絵（だまし絵）は多くの種類がある。学級の実態に応じ工夫して使
用する。
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自殺予防のための指導資料

自殺予防との関連

板書の例

本時のねらい

生命の大切さについて考え，自他の生命を尊重する態度や心情を育てる。

「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

「
生
き
て
い
る
・
・
・
と
い
う
こ
と
」

○
「
ほ
っ
と
い
て
よ
，
ど
う
せ
私
な
ん
か
」

　

・

　

・

　

・
○�「
ひ
ざ
を
抱
え
た
ま
ま
，
ご
ろ
り
と
横

に
な
っ
た
」

　

・

　

・

　

・
◎
「
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」

　

・

　

・

　

・

この時期は，多くの生活場面で自己を発揮し，中心となって活躍できるようになる。しかし，
一方ではさまざまなことが要因となって将来に希望がもてず，自分に自信をなくして悲観的に
なったり，自己の存在そのものを否定的に捉え，自暴自棄になったりする場合もある。
そこで本資料では，東日本大震災で助かった命をテーマに取り上げ，自分や家族が「生きて
いる」ということを実感し喜びを感じる主人公の心情を追いながら，自他の生命を尊重する態
度や心情を育てたい。

３－（１）生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重する。

内容項目

生きている・・・ということ

道 徳
指導時期

中学校２年生
5 月 ～ 6 月

震災の写真
（家屋の倒壊等）

震災の写真
（避難所等での
人々の様子）
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主な活動・発問と予想される反応
○基本発問　◎中心発問時間 教師の働きかけ

評 評価

展開の例

中
学
校

5分

30分

10分

5分

・�「生きている」ことについて，話し合う。

・�生きていることを実感した経験や，死への不

安など，関連することを含めて自由に話し合う

ことで価値への方向づけをする。

・�資料の状況がよく伝わるよう，教師が範読す

る。

・�些細なことから友達と対立し，なげやりに

なっている主人公の心情に共感できるよう，

補助発問を工夫する。例えば「どうせ私なん

か…」の後に続く言葉を想像してみよう」な

どと問う。

・�体力の低下や健康状態の悪化から，疲労や頭

痛腹痛など肉体的な苦痛があることも認め，

取り上げる。

・�非常事態における不安や恐怖，家族や友人知

人を心配する主人公の心情に迫れるよう，状

況を確認する。

・�涙の意味を考えることで，自分が生きている

ことを素直に喜び，生命の尊さを実感してい

る主人公の気持ちに共感できるようにした

い。

・�資料冒頭での主人公の心情と対比させること

で，生きていることの大切さや尊さに気づくこ

とができるよう補助発問を工夫する。

評�　生命の大切さについて考え，自他の生命を

尊重する考えや気持ちをもち，表現している。	

		  （発表・ワークシート）

・�かけがえのない生命について教師の思いや体

験を話す。

１�　「今，自分は生きている」ということについ

て話し合う。

　　・�実感がない。

　　・�大怪我をしたとき，生きていてよかった

と思った。

　　・�いつまで生きていられるのか不安に思う

ことがある。

２�　資料「生きている・・・ということ」を読ん

で話し合う。

　○�私は，どんな気持ちで「ほっといてよ。ど

うせ私なんか。」と言ったのだろう。

　　・�もう，何もかもいやだ。

　　・�学校に行きたくない。

　　・�だれとも話したくない。

　　・�死んでしまいたい。

　　・�もとに戻らないかな。

　○�ひざを抱えたまま，ごろりと横になったと

き，私はどんなことを考えただろう。

　　・�疲れた，苦しい，寒い，痛い。

　　・�家族や友達は無事だろうか。

　　・�これからどうなるのだろうか。

　　・�みんな，無事に生きていてほしい。

　◎�涙が止まらなかった私は，どんな気持ち

だったのだろう。

　　・�空腹や痛みを感じることができてうれし

い。

　　・�生きていて，よかった。

　　・�小さなことに，くよくよするのはよそう。

　　・�自分の生命，みんなの生命を大切にしよ

う。

３　生活を振り返る。

　�　「生きている」ということについて思ったこ

とや考えたことについて書く。

４　教師の説話を聞く。
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資　料

私はその頃，いつも「死にたい，死にたい･･･。」と考えていました。ちょっとしたことが原
因で友達と対立し，よくないうわさが流れました。それがあっという間に広がり，気がつくと
私は完全に孤立してしまったのです。それまではクラスでも部活でもリーダーとして振

ふ る ま

舞っ
ていましたので，これはこたえました。体調も悪くなりました。家族は「大丈夫よ，何とかな
るわよ。」とか「少し，休んだらどうだ。」とか声をかけてくれましたが，「ほっといてよ。」「ど
うせ私なんか。」私の口からはそんな言葉しか出ませんでした。

あの日もみんなが部活動に向かう中，私は一人で下校しました。学校の坂を下りてしばら
く行ったところで，私はあの地震にあったのです。ゴーッという気味の悪い地

じ な

鳴りに続いて大
地が揺れました。思わず座り込んでしまうほどの地震･･･。家々の屋根からかわらが雨のよう
に落ちてきました。道路わきのコンクリート塀

べい

がゆらゆらと波打ち，崩
くず

れていくのも見ました。
まるで映画のような光景でした。揺れがおさまり，ふとわれに返った私は家に向かって走り
出していました。角を曲がったところにある家は大きく傾き，煙が漂

ただよ

っています。「お母さん！」
「おばあちゃん！」無我夢中で，割れたガラス窓から中に向かって呼び続けました。返事はあ
りません。その時誰かが「津波だーっ，逃げろーっ！」と叫びました。その声に私は弾

はじ

かれた
ように立ち上がり，学校めがけて走りました。走り続けました。何か重いものがぶつかり合う
ような衝

しょうげき

撃，ガラスが割れる音，誰かの叫び声，動くはずのない電柱や屋根が迫
せま

ってきます。
「ああ，もうだめだ。間に合わない。」そう思った瞬間，私の体はすごい力で水の中に引っ張ら
れました。上も下もわからない状態で私は必死にもがきました。「死にたくないっ！死ぬのは
いやだっ！！」

どれくらいたったでしょうか。気がつくと私は知らない場所にいました。暗くて寒い場所
でした。暗

くらやみ

闇に目が慣れると周りにたくさんの人がいるのに気づきました。知らない人ばか
りです。「気がついた？」隣にいた女の人が声をかけてくれました。私は濁

だくりゅう

流に流されていく
途中で消防団の人に腕をつかまれ土手に引き上げられたそうです。大人たちの押し殺したよ
うな声が聞こえてきました。「誰々さんが流された。」「誰々さんは家の下敷きになった。」なぜ
･･･？家族は･･･？友達は･･･？私はひざを抱えたまま，ごろりと横になりました。余

よ し ん

震が続
く暗闇は，恐怖と絶望と疲労に満ちていましたが，私はいつの間にか眠っていました。
翌朝，私は寒さと空腹で目を覚まし，ふらふらと外に出ました。体中に鈍

にぶ

い痛みを感じ，ふ
と見るとふくらはぎにはべっとりと血と泥

どろ

がこびりついています。制服もぐしゃぐしゃで靴も
履
は

いていません。目の前には昨日とはまったく別の無
む ざ ん

残な景色が広がっていました。寄りかかっ
た木の枝に雪が積もっていましたが，枝先には新しい芽がふくらんでいました。「生きている
んだ，この木は･･･。」「生きている，生きている･･･。私も･･･生きている･･･。」どんよりと曇っ
た空の隙

す き ま

間から太陽が顔を出しました。私は涙が止まりませんでした。

この東日本大震災では多くの尊い命が失われました。幸い私の家族は全員無事でしたが，
家も町もみんななくなってしまいました。でも朝が必ず来るように私たちの町は必ず復興し
ます。これからも困難や苦労は山のようにあるでしょうが，きっと何とかなるはずです。私は
今，亡くなったたくさんの人たちの分まで精一杯生きていこうと思っています。

生きている・・・ということ
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ワークシートの例

中
学
校

○　涙が止まらなかった・・・私の思いとは？

☆　「生きている」ということについて思ったことや考えたことを書こう。

2年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

生きている・・・ということ
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

板書の例

「いじめ」気付いたらどうしたらよいか考えよう

・誰にも相談ができなくてつらい。　　
・学校に行きたくない。
・死んでしまいたい。

・いじめられている子に声をかけ助ける。
・いじめている子をとめる。
・担任の先生に知らせる。
・友だちや親に相談する。

・どうしたらよいかわからない。
・助けると自分もいじめられる。
・いじめられる側にも問題がある。
・自分に関係ない。

いじめをうけている少女はどんな気持ち
だろう。

いじめを見たらどうすべきか。

見て見ぬふりをする人が多いのはなぜだ
ろう。

１　題材設定の理由
　�　この時期は体が急成長することで，心身がアンバランスになり，中学校時代の中で最も不
安定な時期である。加えて，学習のつまずきや部活動の悩み・人間関係のトラブルによるス
トレスで，うまく集団の中で生活できない生徒も出てくる。この不安定な中に，いじめの起
こる土壌ができやすい。
　�　中学生になると携帯電話の所持率やインターネットの使用率が高くなる。「直接的ないじめ」
だけでなく誹謗中傷を書き込む「ネットいじめ」も起こりやすい。自分たちのまわりでも起こ
る可能性があることを考え，適切な対処の仕方を身につけることが必要と考え，この題材を
設定した。

２　指導の流れ　
　（1）事前指導
　　　①�生活状況調査，いじめに関する調査，学級集団への所属感に関する調査などを実施し

学級の現状を把握しておく。
　（2）事後指導
　　　①�ワークシート「いじめに気づいたらどうする」に記入したことを意識させ，具体的な事

例をとりあげる。
３　参考文献
　（1）�「生徒指導部研究収録　第４１集　明日を拓く生徒指導」

（岡崎少年愛護センター・岡崎市現職研修委員会生徒指導部編）
　（2）ＤＶＤ「ちょっと待って，ケータイ２④卑劣なネットいじめはＮＯ！」

　　　（財団法人日本視聴覚教育協会）

「いじめ」気づいたらどうする！！

学級活動
指導時期

中 学 校 ２ 年
６ 月 ～ ７ 月
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

中
学
校

５分

10分

15分

15分

５分

・�直接的ないじめと相手がわからずにネット上
に悪口などの情報が流されるいじめについ
て，自分の身近なところで起こる可能性があ
ることについて確認する。
・�いじめがエスカレートして自殺した中学生の
例を示してもよい。	 （参考資料１）

・�いじめを受けている子の心情を考えるととも
に，友人や先生・家の人などに相談すること
が大切であることについて確認する。

・�中学生の３人に１人が「見て見ぬふりをして
いる」ことを確認する。	 （参考資料２）

・�ネットいじめは，相手が特定されず「次は自
分もやられてしまう。」という考えになりやす
いことに気づかせる。

・�いじめに気づいていながら見て見ぬふりをし
てしまうことについて，資料を提示しながら話
し合う。	 （参考資料３）

・�ネットいじめの特異性からエスカレートして
いくことや犯罪につながりやすいことに気づ
かせる。

・�見て見ぬふりをするということは消極的ない
じめであることを強調する。

・�いじめを見たときに，見て見ぬふりをせず，自
分にできることは何かを考え具体的な行動を
起こすことが大切であることを助言する。

評�　いじめに気づいた時の対処の仕方を理解し
ている。	 　（ワークシート・観察）

・�本時の学習を振り返り，今後の生活の中で実
践できるよう意欲づけを図る。

１�　「直接的ないじめ」「ネットいじめ」につい
て話し合う。

２�　ＤＶＤ「卑劣なネットいじめはＮＯ！」を見
る。

３　本時の学習課題を確認する。

４�　ＤＶＤ「卑劣なネットいじめはＮＯ！」につ
いて話し合う。

（１）�いじめを受けている少女の気持ちについ
て話し合う。

（２）�いじめについてのアンケート結果を見て
「見て見ぬふりをする」ことが多い理由に
ついて話し合う。

　　・どうしたらよいか分からないから
　　・助けると自分もいじめられるから
　　・いじめられる側にも問題があるから
　　・自分に関係がないから

（３）�気づいているまわりはどうすべきかを班
で話し合う。

　　・�いじめられている子に声をかけ，助け
る。

　　・�「犯罪」だからすぐに先生や家の人に伝
えるようにアドバイスする。

　　・担任の先生に知らせる。
　　・大人の人に相談する。
　　↓
　　○�話し合ったことを「いじめに気づいたら

どうする」のワークシートにまとめて全
員で確認し合う。

５　教師の話を聞く。

「いじめ」気づいたらどうする！！
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中学２年に進級したＡ君は，クラス内のあるグループから使い走りをさせられるようになっ
た。１０月ぐらいから「ふざけ」がエスカレートしていき，顔にマジックでヒゲをかかれたり，
廊下で踊らされたり，服にマヨネーズをかけられたりしていた。いじめはさらにエスカレートし
ていった。プロレスごっこのサンドバッグ，モデルガンの標的，積み上げられたイスと机に閉
じ込められる，野球拳で服を脱がされるなど・・・。
そして，ついにＡ君は次のような遺書を残してこの世を去った。

ア　勇気をだしてとめる　　　　　　　イ　友だちと協力してとめる
ウ　先生に言ってとめてもらう　　　　エ　見て見ぬふりをする
オ　いじめる仲間に入ってしまう

参考資料1

参考資料2

　俺だってまだ死にたくない。だけどこのままじゃ「生き地獄」になっちゃうよ。ただ，俺
が死んだからって他のやつが犠牲になったんじゃ意味ないんじゃないか，だから，君たち
もバカな事をするのはやめてくれ，最後のお願いだ。

生徒指導部研究収録　第41集　明日を拓く生徒指導
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中
学
校

ワークシートの例

参考資料3

い
じ
め
に
気
づ
い
た
ら
ど
う
す
る

い
じ
め
に
気
づ
い
た
ら

二
年
　
　
組
　
氏
名

心のノート「この学級に正義はあるのか」
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

板書の例

「死にたい」という人がいたらどうしよう

「死」のイメージは
・こわい
・命がなくなる
・

「自殺」をすると
・家族を悲しませる
・社会に迷惑をかける
・望みがなくなる

「死」によって失うもの
・活動する時間
・感動
・可能性

A
○�信頼できる人に相談
する。
○�ゆっくり休み自分の
好きなことに夢中に
なる。

B
○�真剣に話を聞いてあ
げる。
○�信頼できる大人に相
談するように勧める。

◎あなたならどんな言動をとるか

1班 5班

2班 6班

3班 7班

4班 8班

１　題材設定の理由
　�　「立志」の年齢にあたるこの学年で，「命を大切にしてよりよく生きたい。」という意識をも
たせたい。自他の命を大切にするとともに，「死にたい」と言う友だちに気づいたらそれを止
めるための対応を身につけるため，この題材を設定した。

２　指導の流れ
（1）事前指導
　①命の大切さや人の死に関する新聞記事やコラムを紹介する。

（2）事後指導
　①�将来の夢に向かって生きることの尊さを考えさせ，立志活動（学校行事）につなげる。
　②道徳で，内容項目３－（１）生命尊重について学習する。

（３）留意事項
　�　身近な人を自殺で亡くしている生徒や，家族の「死」に直面している生徒について把握し
ておく。学級の実態に応じてスクールカウンセラーや養護教諭などに相談し，連携した指導
が必要である。

「死にたい」という人がいたらどうしよう

学級活動
指導時期

中 学 校 ２ 年
11月～2月
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

中
学
校

10分

5分

25分

10分

・�ワークシートを利用し，死についてのイメージ
を個々に明確にさせる。

・�わが国には交通事故の死者よりも多い自殺者
がいること，本誌Ｐ９３～の資料のように子ど
もにも起こっていることについて確認する。

・�「死」によって失うものは何かを発問し，自由
に発言させる。また，発言内容を黒板に書い
て確認する。

・�発言が出ないときには，おいしいものが食べ
られない，楽しさも味わえないなど，身近なこ
とを思い出せる事例を挙げる。

・�さまざまな可能性が止まってしまうことを説明
する。

・�自分で「死にたい」と思うような状況を深く考
えさせるのではなく，「生きていることが嫌に
なった」というように条件設定し，死ぬことを
止める方法を考えさせる。

・�グループでの話し合いは，リーダーが進行し
て一人一人の発表を基にどうすればよいかま
とめさせる。

評�　課題について真剣に考え，どのような対処
をするべきか自分の考えをまとめている。
		  （ワークシート・観察）

・�相談することや相談されたときの対応は，大
切なスキルであることを確認するとともに，学
校以外にも各種の相談機関があることを知ら
せる。	 （Ｐ９８参照）

・�命を大切にし，自殺をするような人にはなっ
てほしくないという教師の思いを伝えた上で，
感想をまとめさせる。

１�　あらかじめ考えてきた「死」に関するイメー
ジをまとめる。

２　本時の学習課題を確認する。

３　「死」によって失うものについて考える。
　(1)�「死」によって何を失うか考え，意見を出

す。
　　・活動する時間
　　・感動
　　・可能性
　　・話ができなくなる
　　・何も食べられなくなる

　(2)教師の話を聞く。　

４�　次のような状況で，どのような言動をとれ
ばよいか考える。

　（１）自分の意見をまとめる。
　　
　（２）�グループで話し合って考えたことをま

とめる。

５�　教師の話を聞いてから，学習を通して感じ
たことをまとめる。

「死にたい」という人がいたらどうしよう

A �学級の人全員にいじめられている人がい
て，「私なんていない方がいいんだ・死
にたい」と言ったらどうするか。

B �身近な人に「死にたい」と相談されたと
き，中学生のあなたはどのような言動をと
るか。
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ワークシートの例
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中
学
校

参考資料

１．紹介するコラムの例

２．事後指導の資料の例

①　生きることに関する自己点検シート ②　生徒の心に響く話の例

小学５年生の学習を思い出させるために，
再度，マザー・テレサの話を出して・・

　マザー・テレサは，人間の最も悲しむ
べきことは何だと言っていたか覚えてい
ますか？
　「人間にとって最も悲しむべきことは病
気でも貧乏でもなく，自分はこの世に不
必要な人間だと思いこむことです。そし
てまた，現世の最大の悪は，そういう人
に対する愛が足りないことです。望まれ
ないで生まれてきた人は，一人もいませ
ん。」と言っていましたね。
　人は，与えていただいた自分の命を大
切にし，自分の生き方を探しながら生活
してこそ価値があります。どんなに苦しく
ても，社会にうちひしがれても，大きな失
敗をしてしまっても，一生懸命に生きてい
ればきっとよいことが巡ってきます。皆さ
んはこれからも自分の命を大切にして生
活してください。この世には不必要な人
はいません。　　　　　　　　

平成１０年４月２０日の山形新聞「いま語る」欄に放送タレントで作家の永六輔さんのイ
ンタビュー記事が掲載されました。その抜粋です。

「迷惑かけなければ死んだっていいじゃないか」という考えもあるようですが，誰にも迷惑
のかからない死に方というのが本当に存在するでしょうか？　「安楽死」や「尊厳死」の受け
止め方もいろいろありますが，積極的安楽死はともかくとして，延命治療を止めてもらうこ
とと，自から命を絶つこととは違うと思う。例えば，アメリカでは患者の自己決定権法が制
定され，患者の治療を選択する権利と治療を拒否する権利が保障され，回復する見込みの
無い場合には積極的な治療を拒否する事例もある。この考えには基本的には私も同意しま
す。経口摂取もできなくなり他に医療手段が無いような時，積極的な延命治療を断るという
のは自殺ではなく，昔のおじいさんやおばあさん達がそうであったように命のままにまかせ
るという生き方に通じる姿勢と考えるからです。
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自殺予防のための指導資料

指導にあたって

板書の例

未来をソウゾウしてみよう

◎ 未来を 想　像 しよう

たくさんの可能性

たくさんの道

たくさんの生き方

◎ 未来を 創　造 しよう

個性やよさを生かせる職業を友だちに伝えよう
　○長所を見つける。
　　（一人一人もっているものがある。）
　○具体的な場面から考える。
　○相手を思いやり，真剣に伝える。私の未来予想図

　　　　　　　　　　　　　　　未来

　現在

１　題材設定の理由
　�　この時期の生徒は，自分の特性をある程度理解した上で，漠然としてはいるが，将来の構
想をもっている。その反面，自分で型にはめてしまい，よさや持ち前に気がつくことができ
ずに閉塞感にさいなまれ，不安定な状態にある場合も多い。そこで，他者から見た自分の別
の特性に気づくような活動を行うことで，困難にぶつかった時，その状況を多面的に捉え，
柔軟に対処していくしなやかな力をつけたいと考えこの題材を設定した。

２　指導の流れ
　（1）事前指導
　　①自分の未来を想像して未来予想図を作る。
　　②適性検査や職業の適性に関する学習を行う。

　（2）事後指導
　　①自分の新たな可能性について考える時間を設定する。
　　②改めて適性検査を実施したり，過去に実施した適性検査の結果を見直したりする。
　　③受験や卒業に向けて，自分のやるべきことやできることを考えさせる。
　　④いろいろな経験をしている人の事例等を取り上げ話題にする。　　　

未来に向かって

学級活動
指導時期

中 学 校 ３ 年
６月～１０月
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学　習　内　容時間 指導上の留意点
評 評価

展開の例

中
学
校

・�夢や希望をかなえた未来の自分を想像させる
ことで，本時の活動への意欲を高めたい。
・�１０年後には，ほとんどの人が働いていること
を確認し，具体的に自分の仕事や趣味などと
関連させなから，話し合う。

・�職業名や理由を簡単に記入するカードを配付
する。	 （グループの人数分）
・�友だちの普段の行動を考え，長所や特性を生
かせる職業を考えるように助言する。
・�記入できない生徒には，その友だちの長所や
特性を伝えて共に考える。

・�理由を伝える場合は「こんなことがあったか
ら」「こんな場面を見たから」など具体的な
話し合いになるように助言したい。
・�欠点と思っていることや嫌だと思っていること
も裏を返せば長所になることを伝える。

・�自分の思っていたことと比べ，自分の別な可
能性について考えてみるように助言する。
評�　自分にはたくさんの可能性があることとに気
づき，柔軟に対処していく心構えをもとうとし
ている。	 （ワークシート，発表，観察）

・�一人一人がたくさんの可能性をもった存在で
あり，幾通りもの生き方ができることを伝えた
い。また，未来は「創造」するものであること
を伝えたい。

・�未来予想図に別な道を書き込んだり枝分かれ
させたりして，これから歩む人生をイメージさ
せたい。

１�　作成した「私の未来予想図」をもとに，１０
年後の自分の姿について話し合う。
　・どんな仕事をしているか。
　・どこで暮らしているか。
　・どんなことを楽しんでいるか。
　・どんな生活か　など

２　本時の学習課題を確認する。
	

３�　友だちのよさや持ち前を生かせる職業とそ
の理由を考え，相手に伝える。
　（１）カードに具体的に記入する。
　　・Ａ君は，ＪＡＸＡの広報担当者
　　・Ｂ君は，保育士
　　・Ｃさんは，芸能関係の仕事
　　・Ｄさんは，カウンセラー

　（２）�カードをお互いに交換し合いワーク
シートに貼る。

　（３）�友だちに合っている職業とそれを選ん
だ理由を詳しく伝え合う。

　　・�Ａ君は，宇宙や星のことをよく知ってい
る。話も上手だから。

　　・�Ｂ君が，幼稚園訪問したときの姿をみて
いてそう思った。

　　・�Ｃさんは，歌がうまいし芸能界について
よく知っている。

　　・Ｄさんは，話をよく聞いてくれる。

　（４）�友だちの意見を聞いて感じたことや考
えたことをワークシートに書いてまとめ
る。

４　学習のまとめをする。
　（１）教師の話を聞く。

　（２）未来予想図を見直してみる。

未来をソウゾウしてみよう

10分

30分

10分
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ワークシートの例

友だちが私に合う職業を選んでくれました。（「友だちの未来予想カード」を貼りましょう。）

感　想

3年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

未来をソウゾウしてみよう
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中
学
校

参考資料

・自分がその年代にどうなっているか想像をふくらませて自由に書く。
・あまり制約せず楽しく書く。
・犯罪や人の迷惑になることは書かない。

事前指導で時間を十分に確保したい。

友だちのよさや持ち前を生かせる職業を見つけてあげよう。

　　　　　　　さんに合っている仕事は
《　　　　　　　　　　　　　　》です。
理由

　　　　　　　さんに合っている仕事は
《　　　　　　　　　　　　　　》です。
理由

　　　　　　　さんに合っている仕事は
《　　　　　　　　　　　　　　》です。
理由

　　　　　　　さんに合っている仕事は
《　　　　　　　　　　　　　　》です。
理由

私の未来予想図

友だちの未来予想カード

15才 16才
17才

18才
19才

20才21才

22才
23才

24才
25才

26才

現在

未来
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自殺系サイト

コラム④

　パソコンや携帯電話のインターネットを介した青少年の問題行動が深刻になっていま

す。学校裏サイトやブログ（ネット上の個人日記）への書き込みによるいじめや出会い系

サイトを通じての性非行の問題と並んで，自殺系サイトも子どもの心身に有害な影響を

与えています。自殺系サイトとは，自殺願望を持つ者同士がネット上で交流する場のこ

とです。２００３年～２００５年にはサイトで知り合った者同士が練炭で集団自殺する事

件が続出したり，２００８年にはネットで流された情報をもとに硫化水素による自殺の連

鎖も起こりました。２００５年には中学生が練炭自殺に加わったり，２００８年には高校

生が硫化水素による自殺を図ったりと，子どもを巻き込む事件も起こっています。

　思春期・青年期は，友人や家族の人間関係，進路や生き方など，多くの悩みを抱えて

葛藤が生じやすい時期です。死にたいと思いつめるほどの悩みがあってもその思いを語

る場をもたない子どもにとって，ネットは匿名性のもとで唯一本音が出せる場になって

いることもあるのです。同じ悩みや苦しみをもつ者同士が面と向っては話せないことも

語り合うことができるからです。しかし，それにとどまらず，仲間を募って集団自殺を引

き起こしたり，自殺方法を詳細に流して自殺を後押ししてしまう事件が起こっています。

　実際に顔を合わせていれば，話題が広がったり具体的な行動を伴うことで偏った思い

こみから自由になることもできますが，ネット上では話題が狭い範囲に集中してしまいが

ちです。自殺系サイトでは自殺の話題だけで会話が交わされるため，広い視野から柔軟

に物事を考えることができなくなり，自殺へ引き込まれる危険性が高まると考えられま

す。

　今後，自殺系サイトへの規制を強めたり，自殺願

望にブレーキをかける自殺予防サイトを作ることが

必要であると思われます。そして，何よりも，現実

場面で悩みを話せるような身近な人との信頼的な

人間関係を築いていくことが大切なのではないで

しょうか。

「教師が知っておきたい　子どもの自殺予防教育」より（平成21年３月）文部科学省
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子供の自殺の実態
小中高校生の自殺者数は，いじめ自殺という言葉がはじめて登場した1979年やアイドル歌手の自殺やい

じめ自殺の後に複数の自殺が誘発された1986年のように突出している年もありますが，毎年300人前後で
推移してきました。しかし，自殺率をみると，図表１のように，最近の少子化のため上昇傾向にあります。
全自殺者の中に占める未成年者の割合は約２％ですが，全体に占める割合が小さいからといって子どもの

心の問題に真剣に取り組まないでいると，大人になってから心の健康に深刻な問題を生じることにもなりか
ねません。
また，自殺は連鎖を呼ぶ（群発自殺）といわれますが，グラフからも子どもたちは特に他者の自殺の影響

を受けやすいことがわかります。

子どもの死に対する意識
「死にたいと思ったことがある」という子どもは，小学校の高
学年から増え始め，低くみても中学生・高校生では２～３割に
も達するという報告があります（図表２）。思春期・青年期の子
どもたちは真剣に生きることを考え始めるからこそ，その裏返
しとして死が頭をよぎり，希死念慮（死にたいという気持ち）も
高まるのではないでしょうか。

自傷行為の実態
自分の身体を傷つける中学生・高校生は10％を下らない

という報告があります。（図表３）過去に１回でも自傷行為を
したことがある人は，自傷行為を認めない人に比べて，その
後は，はるかに高い確率で自殺によって死亡していると言わ
れています。たとえその時は命を落とすことのない自傷行為
であったとしても，適切なケアを受けられないと，実際に死
亡する行為に発展していく危険が高いことを忘れないでくだ
さい。

最近になって自殺が増えていることが問題になっていますが，働き盛りや高齢者の自殺に比べると，子ど
もの自殺には十分な関心が払われていないのが現状です。これまでのように子どもの自殺をタブー視したり，
特殊な問題として片づけたりするのではなく，学校の教育活動の一環として捉え，大切な課題として向き合
う時が来ています。

児童生徒の自殺

図表１　中・高校生の自殺者と自殺率

図表２　�「死にたい」と思ったことのある子ど
もの割合

図表３　子どもの自傷行為の実態
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子どもと向かい合うために

　児童・生徒の日常には様々な危機が潜んでいます。ですから私たち教師は子どもとの信頼
関係を築き，いつでも受け入れる姿勢を示さなければなりません。さらに，子どもの小さな
変化を察知する感性を磨くことも大切なことです。
　どんな場合でも，私たちは子どもと向かい合うための体制を整えておく必要があります。
これは校内体制の見直しチェックリストとして活用してください。

ＳＯＳに気がつく校内体制

□保健室や相談室は気軽に来室できる場所であるか？
　・相談日や相談習慣の設定
　・担当者や部屋の雰囲気
　・子どもや保護者の声のアンケート
□ちょっとしたやり取りや会話から言葉にならない声に気づけているか？
　・職員間の立ち話
　・学年会や教育相談部会での情報交換
□多角的な視点を生かした子ども理解ができているか？
　・学校全体で教育している認識
　・事務職員，調理員，その他の職員からの情報収集

リスク軽減のための校内体制

□教職員等の役割分担が明確で連携できているか？
　・校務分掌上のひとりひとりの役割
　・学校としての目標の共有
□既存の体制を別な視点から見直すと活用できないか？
　・アンケートやチェックリストの活用

危機対応のための校内体制

□「危機対応チーム」は機能しているか？
　・状況に応じた構成メンバー
　・平常時の活動（体制やマニュアルの作成）
□危機対応時の流れ・方針・分担等は明確になっているか？
　・「報告・連絡・相談・確認」の徹底
　・希望的観測を慎む
　・迅速で組織的な対応
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１　ひどく落ち込んだら相談すること
	� 　ひとりで課題を乗り越えることは大事なことですが，誰かに相談できることも

生きるうえでは素晴らしい能力であることを伝えておきましょう。

２　友だちから相談されたら大人につなぐこと
	� 　相手の気持ちを大事にしながら話を聞き，信頼できる大人につなぐことが大切

な友達を救うことになると伝えましょう。

３　関係機関を知っておくこと	
	� 　医療・福祉・保健など各種の相談機関は，いざという時のブレーキになります。

相談できる関係機関を伝えておきましょう。

子どもに伝えておきたいこと
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自殺のサイン

自殺直前のサインとは？

　自殺の危険因子が多くみられる子どもに，普段と違った顕著な行動の変化が現れた場合に
は，自殺直前のサインとしてとらえる必要があります。小学校低学年くらいまでの子どもでは，
言葉ではうまく表現できないことも多いので，態度に現れる微妙なサインを注意深く取り上
げる必要があります。

　□　これまでに関心のあった事柄に対して興味を失う。
　□　注意が集中できなくなる。
　□　いつもなら楽々できるような課題が達成できない。
　□　成績が急に落ちる。
　□　不安やイライラが増し，落ち着きがなくなる。
　□　投げやりな態度が目立つ。
　□　身だしなみを気にしなくなる。
　□　健康や自己管理がおろそかになる。
　□　不眠，食欲不振，体重減少などのさまざまな身体の不調を訴える。
　□　自分より年下の子どもや動物を虐待する。
　□　学校に通わなくなる。
　□　友人との交際をやめて，引きこもりがちになる。
　□　家出や放浪をする。
　□　乱れた性行動に及ぶ。
　□　過度に危険な行為に及ぶ。実際に大怪我をする。
　□　�自殺にとらわれ，自殺についての文章を書いたり，自殺についての絵を描いたりする。

　以上のサインの中には，子どもではそれほどめずらしいことではないと考えられるものも
あるかもしれません。しかし，総合的に判断することが重要です。難しいことではありますが，
子どもに関わる大人は子どもの変化を的確にとらえて，自殺の危険を早い段階で察知し，適
切な対応ができるようにしたいものです。
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Ｔ ell：言葉にして心配していることを伝える
Ｌ isten：絶望的な気持ちを傾聴する

Ａ sk：「死にたい」という気持ちについて率直に尋ねる
Ｋ eep safe：安全を確保する

◎　対応する教師の姿勢　＝“チームで対応する”

１　ひとりで抱え込まない　

　�　危機が高まった子どもに対応する場合，指導が行き詰まって自信を喪失したり，周囲の無
理解への怒りや反発を感じたりすることがあります。こうした対応者の不安を取り除きスト
レスから解放するためにもチームで対応することは大切なことです。また，チームでの対応
は，多くの視点からその子どもを見ることができ，危機回避への方策の発見にも功を奏します。
中心となる人を決めて，役割を分担した継続的な援助をします。

２　急に関係を切らない　

　�　ＳＯＳがキャッチされると対応者への依存度が急激に高まる場合があります。時にこれは
対応者にプレッシャーをかけ，背負いきれない重荷になりかねません。そうならないためには，
チームでの対応が必要ですが，重荷にならないような枠をあらかじめ設定し，継続的な信頼
関係を保持していくことも重要なポイントです。そして急に子どもとの関係を切らないよう
に心がけなければなりません。

３　「秘密にしてほしい」と言われたら　

　�　「これは誰にも言わないで…」「家の人には内緒にして…」などは，危機の高まった子ども
や自傷行為を繰り返す子どもがよく訴える言葉です。これに対しての過剰な反応や無視や軽
視は自殺のリスクを高めます。守秘義務の原則に立って連携し，共通理解を図ることが鍵に
なります。

４　リストカット（自傷行為）への対応　

　�　リストカットなどの自傷行為が発覚した場合，自殺の危機が高まったと考えていいでしょう。
この場合大切なことは，決してあわてず真摯に対応することです。専門家の意見や文献など
を参考に，万が一の対応策をチームで作成し周知しておくことが必要です。

自殺の危機が高まった子どもへの関わり方

ＯＰＥＮ
ＴＡＬＫの原則

	 Ｔ ell
	 Ａ sk
	 Ｌ isten
	 Ｋ eep safe

Ｓ Ｏ Ｓ
・様子がおかしい
・「死にたい…」
・自傷行為

ＣＬＯＳＥ
（激励）「�大丈夫だから，

がんばれ…」

（叱責）「�死ぬなんて，ば
かなことを…」

（無視）「…」
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地域の関係機関

名　称 日　　　時　 場　　　所 連　　絡　　先

健 康 相 談 月～金8：30～17：30

友部保健センター 0296(77)9145

笠間保健センター 0296(72)7711

岩間保健センター 0299(45)7888

家庭児童相談室 月～金13：00～17：30 市役所本庁
家庭児童相談室

0296(70)5411
0296(77)1101(内線194)

子 ど も 福 祉 課 月～金8：30～17：30

本所子ども福祉課 0296(77)1101

笠間支所福祉課 0296(72)1111

岩間支所福祉課 0299(37)6611

心 の 相 談 室 月～金9：00～16：00
笠間保健サービスセ
ンター内
心の相談室

0296(73)0710

適 応 指 導 教 室

月～金9：00～16：00
かしわの-ひろば
（笠間保健サービス
センター内）

0296(73)0710

月～金9：00～17：00 もくせい教室
（市役所敷地内） 0296(78)9151

月～金9：00～17：00
あたごのひろば
（旧岩間町役場分庁
舎2階）

0299(45)0015

心の教室相談員 中学校ごとに計画 各中学校 各中学校

ス ク ー ル
カ ウ ン セ ラ ー 全中学校　他 各中学校

岩間第一小学校
各中学校
岩間第一小学校

教育委員会指導室 月～金8：30～17：30 教育委員会学務課
指導室 0296(77)7515

茨城いのちの電話 24時間対応 ・・・・・ 029(255)1000

子 ど も
ホ ッ ト ラ イ ン 24時間対応 ・・・・・

029(221)8181(TEL)
029(302)2166(FAX)
Kodomo@edu.pref.ibaraki.jp

いばらきこころの
ホ ッ ト ラ イ ン 9:00～16:00 県精神保健福祉セン

ター
029(244)0556(月～金)
0120(236)556(土日ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ)

子どもの教育相談 月〜金9:00～16:30 教育研修センター 0296(78)2333

生徒指導相談室 月〜金9:00～18:30 水戸教育事務所 029(221)5550
029(227)4857

水 戸 保 健 所 毎月第1月
10:00～12:00（予約制）

茨城県水戸保健所
保健指導課 029(241)0571

中央児童相談所 月～金8:30～17:00 茨城県福祉相談セン
ター 029(221)4992

（平成24年4月1日現在）
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おわりに
　「自殺をしてはいけない」ということを教えるのは，「命の大切さ」を教えること？　「自殺」

という言葉を出してもいいの？　私たち作成委員は，マニュアル作成の方向性を考える際に，

最初から悩んでいました。飯島教育長をはじめ，指導室の先生方のご助言をいただきながら，

指導内容に基づく資料を作成し，実際に検証授業を行い，約７か月間をかけて修正を重ねて

きました。笠間市の全ての児童・生徒に，「命を大切にして欲しい」，「社会の形成者としてた

くましく成長して欲しい」というメッセージを伝えたいという思いを胸に作成してきました。

　同じ題材を扱っても指導者によって授業の展開が異なることも予想できますが，今回の学

習指導要領の改訂の趣旨に合わせて「最低基準」と考え，実践していただければ幸いです。学

校は違っても，児童・生徒一人一人の人格の完成を目指して教育に取り組んでいる笠間市の

教職員の一員として，この「かがやき」をご活用いただきたいと思います。

　なお，本マニュアルの作成にあたり，茨城大学教育学部の丸山広人准教授から貴重な御意

見を頂戴致しました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

作成委員　一同

笠間市自殺予防教育指導マニュアル

「かがやき」
— 命の大切さを実感させる教育プログラム ―

平成24年４月１日 発行
発行者　笠間市教育委員会
　　　　〒309-1792　笠間市中央三丁目２番１号
　　　　電話　0296-77-1101
印刷所　㈲テクノプラン

塚　田　　　薫… 友 部 中 学 校　 教 頭

根　本　久美子… 宍戸小学校　養護教諭

秋　山　裕　子… 大 原 小 学 校　 教 諭

仲　田　郁　夫… 友 部 第 二 小 学 校

赤　津　利　治… 笠 間 中 学 校

大　口　由美子… 友 部 第 二 中 学 校

木　村　友　明… 学務課指導室　指導室長

井　坂　　　守… 学務課指導室　指導主事

菊　池　由　美… 学務課指導室　指導主事

加　藤　宗　治… 学務課指導室　指導主事

作 成 委 員

教育委員会担当者
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